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は じ め に

本町は昭和 59年以来、町内の埋蔵文化財をは じめ、有形・ 無形

の文化財の把握に努めてきました。 この 10年来の節 目として県教

育庁文化課の御厚意により、国庫補助をいただき「北谷町内遺跡詳

細分布調査」を平成 4・ 5年度をかけて再調査をおこない、 ここに

まとめる運びとな りました。

この 10年間の事業 としては埋蔵文化財の把握 と、開発事業 との

調整が主で対応 してきました。その傍 ら、本町のシンボルでもある

「北谷城」を年次毎に範囲確認調査をおこない、将来の整備計画に

寄与することを考慮に念 じて、把握につ とめてまい りました。

毎年増加する埋蔵文化財をパンフに して、小学校をは じめ各地域

団体の町内遺跡見学や視察に用い、町内の文化財の紹介に努めてま

い りました。 これらの埋蔵文化財を通 して、私達の町内の歴史的・

文化的価値を再認識することは、精神的な豊饒を育み、現在の生き

方を深め、私達社会の将来像を導 き出す ことができると確信 しま

す。それ と共に、それを保存 し、後世に伝えることは私達の使命で

もあ ります。

この冊子の刊行により、町内の歴史・ 文化を理解する上に利用さ

れ、さらに、文化財保護事業の推進や開発事業の調整に役立てば幸

いです。末尾にな りましたが、本冊子を刊行するにあたって御指導

を賜 った文化庁をは じめ、県教育庁文化課の諸先生方に厚 くお礼を

申し上げます。

平成 6年 3月

北谷町教育委員会

教育長 営山憲一



例   言

1.本報告書は、平成 4・ 5年度 (1992～ 1993年 )の 2ケ 年にわたる継続調査で国・ 県の補助を

受けて北谷町教育委員会が実施 した町内遺跡詳細分布調査の記録である。

2.各遺跡の分布図に使用 した 2千 5百分の 1の地図は、国土地理院発行の承認を得て北谷町役

場都市計画課発行のものを借用 した。

3.第Ⅲ・ Ⅳ章の遺跡分布図の番号は、本文中の各遺跡の番号に符号する。

4.各遺跡の範囲は、実線と一点破線で示 した。実線はほぼ確認できる地域、一点破線はおぼろ

げに範囲が確認できる地域であるが、この範囲はあくまでも表面踏査によるものが大半である

ことから、将来の試掘調査や発掘調査によってはその範囲の大小が生ずる可能性が高い。

5。 各字に所在する合祀所に関 してはすべて記載 した。さらに、『琉球国由来記』に記述されて

いるものに関 して、場所の特定ができないものについては地図上の ドットは割愛 した。町内の

拝所やカー (湧水)については、今回の調査で戦前から存在 していたと確認できるものは記載

したが、明らかに戦後のものと判断できるものについては割愛 した。

6.拝所やカー (湧水)の名称について、名前がはっきりしてないものに関しては、次のように

表記 した。

・ 拝所に陰刻された石碑がある場合は、その石碑の陰刻を表記する。

・ 拝所が合祀されている場合は、便宜上「字 (旧字)名 の合祀所」と表記 した。また、カ

ーの合祀所に関 しては、便宜上「字 (旧字)名 のカーの合祀所」と表記 した。

(例) 下勢頭の合祀所、上勢頭のカーの合祀所

7.第 I～ Ⅲ章は中村感が、第Ⅳ章は田場勝也が担当し、図面の トレースは長嶺初子がそれぞれ

分担 しておこない、編集は中村と田場があたった。

8.採集や発掘資料については北谷町教育委員会の資料室に保管 してある。
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第 I章 調査の概要

1。 調査の目的

北谷町は沖縄本島の中部に位置 し、西側洋上は東シナ海に面 した地域にあたる。

町の総面積は 13.62面で、南北約 6km、 東西約 4.3kmと やや長方形である。東の大部分は標高約

100mの 隆起石灰岩の沖縄市に隣接 し、北中城村、宜野湾市 と南側へつづ く、北側は国頭礫層 と

隆起石灰岩の露頭する標高約 10～ 20mの 微高地がつづき、嘉手納町へ至る。西側の海岸線は、

海生沖積土層からなる低地である。いわゆる東高西低の地勢を形成 している。

北谷町は戦後、米軍の接収で約 90%が 基地 として利用され、住民の往来が分断され、嘉手納

町との分村が昭和 23年 に余儀なくされた経緯をもち、復帰後、多少の返還地はあるものの、い

まだ約 57%が 基地 として残っている。 この基地内は平坦地を利用 して用いることから、戦前ま

での住民の生活の中心地である集落地域に重な り、また、埋蔵文化財の集中する所でもあること

が、今回の調査でも示すことができる。

埋蔵文化財の事業調整としては、農業基盤整備事業、国・ 県・ 町道の改修工事、公共施設の整

備、広域水面埋立公有地化、近隣公園の整備、鍍業権による採石、宅地造成等の事業が県下にみ

られるが、町内においては特に基地に係る事業調整が多く、規模的にも大きい。また、本町は中

部地域と那覇都心地域との中間に位置することから、都市化の傾向が うかがわれ、国・ 県・ 町道

の改修工事、公共施設の整備、近隣公園の整備等が増加 し、その対応も日増しに増加 しているの

が現状である。

このような諸開発との調整を進める資料として、町内の埋蔵文化財の把握に努め、まとめたの

が今回の町内遺跡分布調査である。

町内に分布する文化財のマップを作成 し、その概要説明を記述することにより、周辺地域での

開発計画との調整を計る資料として活用 したい。

今回の調査は、埋蔵文化財の実態調査はもとより、町民の生活の糧にな り、心のよりどころと

なっている御嶽・ 古墓・井戸・ 旧屋敷等も可能なかぎり把握することに努めた。

2。 調査の方法及び調査体制

平成 4年度の初年度は、自由に出入 りできる砂辺地域、浜川地域、桑江地域、吉原地域の 4区

域を踏査の対象とし、範囲確認調査を継続 している「北谷城」内では範囲の確認の一環として、

伐採作業や試掘調査を進めた。

平成 5年度は基地内の調査を主におこなった。嘉手納飛行場地域、キャンプ桑江地域、キャン

プ瑞慶覧地域と施設ごとに集中的に踏査をおこなった。平成 4・ 5年度の踏査で採集された遺物

や「北谷城」の試掘調査で出土 した遺物の整理も平行 しておこなった。

これらの踏査で確認された遺跡や拝所は 1//10,000の 国土基本図に ドットを落とし、1//2,500

の国土基本図にその範囲をマーキングした。同時にカメラによりその現況を撮影 し、記録に納め
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た。それらと平行 して、 1日地形の把握や伝承にも気を配 り、聞き取 り調査や古文書などからの情

報収集をおこなった。

調査体制は、北谷町教育委員会を事業主体としておこない、調査指導として高宮廣衛、嵩元政

秀、金武正紀先生などの教示を受けた。

調査体制は平成 4・ 5年度を通 して下記のとお りである。

調査体制

1.調 査 主 体  北谷町教育委員会

2.調 査 指 導  高宮 広衛 (沖縄国際大学教授 )

嵩元 政秀 (沖縄考古学会会長 )

金武 正紀 (那覇市教育委員会文化課主幹 )

3.調 査 責 任 者  営山 憲一 (北谷町教育委員会教育長)

4.調 査 事 務 局  照屋 勝雄 (北谷町教育委員会社会教育課課長 )

徳吉美奈子 (北谷町教育委員社会教育課嘱託 )

5。 調  査  員  中村  懸 (北谷町教育委員会社会教育課主査 )

田場 勝也 (北谷町教育委員社会教育課嘱託 )

高江洲敦子 (北谷町教育委員社会教育課嘱託 )

長嶺 初子 (北谷町教育委員社会教育課嘱託 )

6.調 査 作 業 員  徳吉 清勇  仲座 久宜  新城  恵  上原 亀造

名嘉  実  知念  清  知念 徳松  渡口 英孝

渡名喜紹光  宮城 隆明  花城 次郎

7.資料整理作業員  仲村あゆみ  前川 恵子  仲村渠 恵  与那覇恵子

8。 調査協力0資料提供  沖縄県教育庁文化課

那覇防衛施設局

在沖米海兵隊基地キャンプS.D.バ トラー施設部不動産課

砂辺戸主会  1日 字平安山郷友会  1日 字伊礼郷友会

旧字桑江郷友会

糸数 茂雄  糸村 昌光  稲嶺 静江  稲嶺 盛幸

上与那原一雄 大城 憲一  喜屋武ウシ  喜屋武正一

喜友名朝永  喜友名朝昭  金良 宗孝  呉屋 仁王

座喜味次郎  座喜味忠正  島袋 克章  末吉 清信

末吉  文  玉城 清松  玉城 松吉  知念カマ ド

知念 正一  知念  トシ  津嘉山善港  照屋 助吉

照屋ハル子  照屋 雪子  渡慶次ツル  仲村 光雄

仲村渠ナベ  比嘉  聡  比嘉 ヒロ  平田 盛幸

真栄城兼徳  松田 ウシ  松田 カメ  宮平 昌信

与儀 正仁
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第Ⅱ章 北谷町における考古学的概要

北谷町の考古学的調査の発端は、1935年 (昭和 10年)に三宅宗悦氏による「南島石器衆成一

沖縄編―」『考古学』第 6巻第 5号、東京考古学会の記載には じまる。中頭郡北谷村野田から採

集された偏平方形状の両刃石斧が 1点紹介されている。この資料は三宅氏が沖縄滞在中に那覇市

の昭和会館で、54個 の石斧を実見 したもののひとつとして紹介 してある。採集年月日は昭和 8

年 10月 と記入されているが、採集者は不明とされている。

戦後は、多和田真淳氏の「琉球列島の貝塚分布と編年の概念補遺」『文化財要覧』1960年 (昭

和 35年 )、 琉球政府文化財保護委員会に
｀
北谷城貝塚

″
として、米人 ワトソンが 1957年 4月 15

日に土器が採集されている。また、同資料に
｀
砂辺貝塚

″で 1959年 4月 5日 に高宮廣衛氏が伊

波式・ 大山式 ●カヤウチバンタ式土器や磨製石斧を採集 しているが、遺跡の状況は「湮滅に近い

程壊されている」と記述 している。これら上記の 2遺跡は、当時、いずれも基地内に位置するも

ので、基地関係の開発事業により発見されたものである。

1966年 (昭和 41年)には、現在の沖縄市南桃原に入口をもつ洞窟から多和田真淳氏によって

化石人骨が発見され、鈴木尚氏により1975年 (昭和 50年 )に桃原洞人として命名されている。

その後、本格的なフィール ド調査がおこなわれたのは、北谷町市史編纂の一環として、1979年

(昭和 54年)恩河尚・ 呉屋義勝・ 米田善治・ 照屋正賢氏による踏査からである。諸氏の調査は

自由に立ち入ることのできない基地内は対象外として進められ、砂辺ウガン遺跡、浜川千原岩山

遺物散布地、浜川ウガン遺跡、自比川河口遺物散布地、北谷城遺跡群、長老山遺物散布地などの

遺跡や遺物散布地の発見をおこなっている。 この調査で、現在確認されている約 1//5の 遺跡が

発見されているが、遺跡の所在する地域が大まかであるが、その傾向が把握できたとみられる。

1982年 (昭和 57年)以後は、上・ 下勢頭区古墓群の発掘調査を契機 として、基地内の緊急調

査がみられ、それに関連する遺跡の確認調査の試掘が相次ぎ、砂辺サーク原貝塚、砂辺サーク原

遺跡、伊礼原A遺跡、伊礼原B遺跡、前原古島A遺跡、前原古島B遺跡、伊地差久原古墓、前原

古墓群、玉代勢原遺跡、大道原A遺跡、大道原B遺跡などが試掘調査によって確認され、その結

果、資料を元に上・下勢頭区古墓群、砂辺サーク原遺跡、伊礼原B遺跡、玉代勢原遺跡等が緊急

発掘調査が実施され、記録保存の対象となった。

その他の開発協議で確認されたのは、砂辺貝塚、北谷城第 7遺跡、鹿化石出土地、山川原古墓

群等で、一部、記録保存の処置をおこない調整 したものがある。

以上のように、1982年以後は基地内外を含め、開発関連における遺跡の発見が相次ぎ、その

対応に苦慮 しているのが現状である。

これらと平行 して北谷町内の踏査もおこなわれているが、特に北谷城の周辺には 11地点の史

跡や埋蔵文化財がみられ、古墓は 82基 も確認され、北谷城をは じめとして重要な遺跡群として

判断されている地域でもある。
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本 土 沖 縄 土 器 型 式 九州系統の土器 北 谷 町 内 の 遺 跡

旧石器

時 代

◎桃原洞穴遺跡

◎鹿化石出土地

早

期

縄

日ll

期

文

中

期

時

後

期

代

晩

期

前期

I

野国第 4群

ヤブチ式上器

東原式上器

爪形文土器

Ⅱ

条痕文土器

室川下層式土器

神野A式土器

神野 B式上器

条痕文土器

曾畑式上器

◎白比川河口遺物散布地

◎伊礼原B遺跡

Ⅲ

面縄前庭 I式

面縄前庭Ⅲ式

面縄前庭Ⅲ式

面縄前庭Ⅳ式

面縄前庭V式

春日式上器

Ⅳ

仲泊式上器

神野D式土器

神野E式土器

伊波式上器

荻堂式土器

大山式土器

室川式土器

磨消縄文系

| ◎砂辺貝塚

V

室川上層式土器

宇佐浜式土器

仲原式上器

黒川式土器

◎吉原東角双原遺物散布地

◎クマヤー洞穴遺跡 ◎桑江遺物散布地

◎カーシーノボントン遺物散布地

弥

生

時

代

前

　

期

後期
I 真栄里貝塚

中 Ⅱ 具志原式上器

後
アカジャンガー

式上器 ◎砂辺サーク原貝塚

古墳～

平安時代

フェンサ下層式 ◎浜川ウガン遺跡

◎北谷城遺跡群

◎砂辺サーク原遺跡

◎玉代勢原遺跡

鎌倉時代 グスク時代 グスク土器

第 !表 沖縄諸島の先史時代暫定編年 (高宮編年に町内の主な遺跡を付加)

このように、北谷町内の遺跡や遺物の発見をみていくと、石灰岩の発達 した地域で、 しかも水

利に恵まれ容易く得られる地域に、遺跡は集中していることが判断される。特に、砂辺集落の地

域や北谷城周辺にその傾向がみられる。また、標高約 30mの 石灰岩台地の縁辺部 と、西側に広

がる沖積低地の境 目の緩斜面にも約 3000年前の遺跡が確認できる。 これらの地域は、北谷町内

の古い集落があったとされる伝承の地域とも重なることから、人々の生活の痕跡を色濃ゆ く残 し
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ていることが窺われ、拝所やカー (湧水)な ども点在 している。

海岸砂丘の低地遺跡は砂辺地域の北側にみられるが、それ以南のキャンプ桑江やキャンプ瑞慶

覧地域では未確認である。試掘調査やボーリング結果、王朝時代の西街道の架設経緯や新設集

落の形成の経緯から判断すると、現状の国道 58号は海岸砂丘上に沿って形成された可能性が高

く、県内の低地遺跡の発見例から類推すると、その下位に低地遺跡の存在が考えられる。

今後はこれらの地勢を考慮に入れ、遺跡の発見や関連開発の事業との調整に取 り組まなければ

ならない。

これまで、北谷町内で確認されている主な遺跡を、高宮廣衛氏の暫定編年を借用 して組み入れ

ると第 1表 のようになる。伊礼原B遺跡、砂辺貝塚、 クマヤー洞穴遺跡等のように発掘調査や試

掘調査がおこなわれている遺跡においては、各時期の遺物が出土 していていることがわかる。特

に、伊礼原B遺跡やクマヤー洞穴遺跡では条痕文土器からグスク時代の遺物まで、途切れはみら

れるものの連続 して使用されていることがみられる。
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第Ⅲ章 遺跡の分布 と状況

町内に所在する遺跡は、これまでのところ 31ケ 所の遺跡が確認されている。 これらの遺跡の

立地は、ほば、洪積世台地である石灰岩の縁辺部や、その斜面に古い遺跡が形成されているもの

と、時代が新 しくなると海浜地域の砂丘地や砂地に形成されるのが見られる。それらは、沖縄本

島の中南部の一般的な地形の遺跡に特徴的にみられる棲み分け的な立地でもある。

町内でも特に砂辺集落の周辺の石灰岩台地や北側の砂丘地と、北谷城周辺の丘陵地域に遺跡が

多く集中している傾向が見られる。この、両地域は先史時代から切れ目なく、戦前に至るまでの

人々の痕跡がみられることから、人々が生活 しやすい環境であったことを示している (第 1図 )。

1。 砂 辺 サ ー ク原 貝 塚 (字砂辺差久原 770番地 他)〈地図No.6〉

砂辺集落の北側には、米軍の給油タンク施設が点在する。そこには嘉手納飛行場の西側誘導灯

が設置されてお り、その誘導灯と砂辺集落の中間地にあたる砂地に本遺跡は立地する。発見の発

端は、1980年 にタンク施設の周辺に照明用の地下ケーブル埋設工事の際に、表土下約 1.2mの レ

ベルに包含層があることが、工事関係者からの報告によって確認された。教育庁文化課職員の立

会いによると、長さ十数メー トルにわた り包含層が工事用溝の断面に確認されたという。

出土遺物からみると、土器片が数十点、石斧が 2点ほど含まれていた。土器片は、 くびれ平底

の底部がみられることから、後Ⅱ～Ⅲ期の砂丘遺跡 と考えられる。 2点の石斧はいづれも乳房状

石斧で、刃部が欠損 しているのもある。

このサーク原貝塚から北の嘉手納町の水釜にかけての海岸線一帯は沖縄本島においても、遺跡

が最も多い地域で、嘉手納貝塚、野国貝塚 B遺跡をは じめ、野国貝塚群などの集中する (「開元

通宝」の出土遺跡 としても著名な)地域であ り、サーク原貝塚はその遺跡群の南側に位置する遺

跡である。

2.砂 辺 サ ー ク原 遺 跡 (字砂辺加志原 415、 444番地 他)〈地図No.6〉

砂辺集落の北側と米軍の給油タンク施設が点在する間には、略東西の共用道路が走る。その道

路に沿って施設側に街灯工事があ り、試掘調査の結果、遺跡は 3ケ 所で発見された。

1985年に、この共用道路において沖縄県企業局による北谷浄水道への導入管敷設工事に係る

緊急調査が県教育庁文化課でおこなわれた。

調査区は幅 2mで、国道 58号から約 50m西 側に入った地点から、タンク施設の通用門の正面

の間の48mを Aト レンチ、それから西側に 40mの 間をおいた地点から、さらに西側に 76mの 長

さをBト レンチとして設定 している。

層は 5層 確認された。Ⅱ・ Ⅲ層は現代遺物や近代、 グスク土器と沖縄製陶器が得られる層であ
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第 2図 砂辺地区の土地利用図 (戦前)
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る。Ⅳ層は茶褐色土層でレンズ状になるグスク時代のプライマリな包含層の文化層である。V層

は大山式土器が出土する層である。Ⅵ層は赤褐色土層 (島尻マージ)の地山層で、この層の上面

にⅣ層から掘 り込まれた柱穴が多数検出された。

遺構としては柱穴・ 集石・ 石列が確認された。柱穴・ 集石はグスク時代のものであるが、石列

はグスク時代以後のものと判断された。

柱穴は直径 20～ 30cmの柱穴群 と直径 50cm内 外の柱穴群が集中し、柱穴群の平面プランは判断

できないが、少なくとも、 8軒 の建物を想定することができる。その中でも直径 50cm内外の柱

穴群は柱穴がとびぬけて大きいことから、類例資料である読谷村吹出原遺跡、宜野湾市伊佐前原

遺跡、奄美大島笠利町湊 グスクで、 6本や 4本を単位とする高床、高倉が想定できる建造物にあ

たるものと考えられる。

最も出土遺物が多かった第Ⅳ層では、土器・ 石器・ 須恵器・ 白磁・ 羽口・土製品・ 鉄滓・ 滑石

製品等の人口遺物がみられ、自然遺物としては黒曜石が出土 している。

第Ⅳ層はグスク時代初期の 12世紀から14世紀ごろの集落であ り、第Ⅲ層は攪乱を受けてはい

るものの、18世紀前後の人工遺物や自然遺物から、やは り、その周辺に集落が想定でき古島の

あったことが伺い知れる。 しか し、近隣の砂辺集落にはそれに関する伝承はない (第 2図 )。

3.砂 辺 貝 塚 (字砂辺村内原 147、 502～ 505番地)〈地図No。 6〉

砂辺集落の東側に標高約 38mの 台形状の丘陵がある。丘陵上部は平坦部をなし、その平面観

の形状は略南北に延びる洋梨形をしている。

戦後、米軍の採石により北東側と東側が削平され旧地形を止めていないが、その際に土器が採

集され、遺跡の発見の発端となっている。1959年 当時では「湮滅に近い程壊されている。」 と記

録され考えられていた。

しか し、1986～ 88年 の北谷町教育委員会の試掘調査の結果、中央部から西側にかけて包含層

が残存 していることが分かった (第 3図 )。 特に西側縁辺部には 2× 2mの方形状に配石 した住居

址が確認された。さらに、砂辺集落と接する西側斜面には、前期Ⅳ・ V期の包含層の堆積がみら

れ、また、その上層には喜名焼の甕や牛骨の出土する石敷遺構が検出された、これは伝承による

加志原の上 り道、あるいは拝所 (伊平屋森)に通ずる道に相当するものと考えられる。

この丘陵部の平坦地からは、古い荻堂式土器から、大山式土器、カヤウチバンタ式土器、新 し

くは宇佐浜式土器のころまでの各型式の土器が出土 した。

丘陵上部の層序は 5層 に分けることができるが、基本的には 3層で、その内の第Ⅱ層が文化層

であった。丘陵上部での遺構の検出は第 4ト レンチの中央部で住居址を一件検出した (第 4図 )。

南東方向に向き、北西方向の背後は基盤の石灰岩の高な りがみられた。住居址は直径約 2mの方

形状を呈 し、その輪郭は偏平な手のひら大の硬砂岩 (ニ ービの芯)で配石され、内部は拳大の石

灰岩礫が密に重な り、平坦な面を形成 していた。礫の間は木炭やその他の有機質を多量に含み黒
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第 3図 砂辺貝塚の トレンチ設定位置図
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褐色をした土壌であった。その土壌の中から、大山式土器や室川式土器の破片が数十点あまり検

出された。

西側斜面は戦後の宅地造成の折に三段の階段状に変形されている。 しか し、調査の結果、西側

斜面の全体を改変するほどのものでないことが判明した。

第二段目の平坦部の上層からは、喜名焼等の近世の焼き物が出上 し、下層からは数十点の土器

片が検出されたが、破片が小さく、型式名は判然としなかった。さらに南側では敷石と喜名焼の

甕や牛骨が検出された。西側斜面の唯一の遺構の検出であった。それは、第 17ト レンチを斜め

に横切る状況で、人頭大や拳大の石灰岩礫が敷かれた部分が確認された。幅は約 lmほ どで、地

形に沿 う形でゆるやかな勾配をもっていた。その礫の両脇や間から、喜名焼の甕の破片や大型の

牛骨片が出土 した。喜名焼は 1782年に壷屋に統合されたとい う記録がみられれることから、少

なくとも、山道はその以前に形成されていたものと考えられる (第 5図 )。

以上のように、砂辺貝塚は標高 38mの丘陵に形成された、沖縄編年前Ⅳ・ V期 とグスク時代

の複合遺跡である。 しかも、丘陵上部には前 V期に位置する 2× 2mの方形状の配石遺構をもつ

住居址が確認された遺跡である。北西側の拝所近 くでは、グスク時代の遺物が出土する区域であ

ることから、拝所 との関わ りやその出自を考える上で極めて重要な地域と考えられる。また、西

側斜面に確認された石敷山道は、拝所との祭祀儀礼を考える上で、伝承の記録を証明する証 しと

して今後の詳細な調査がまたれる、貴重な遺跡でもある。

4.砂 辺 ウ ガ ン遺 跡 (字砂片加志原 524番地)〈地図No.6〉

砂辺集落の南東側に、砂辺貝塚の位置する標高 38mの 丘陵から北側に延びた標高 22mの こん

もりと樹木の茂った小丘陵がある。 この小丘陵は砂辺の殿 (ト ゥン)、 神井戸、ノロ墓が存在す

る砂辺集落の中でも聖域とされている。 この小丘陵は先の砂辺只塚の丘陵とは一連のものであ

ったが、戦後、開析されたものであるとい う。1979年に調査をした恩河尚、呉屋義勝、米田善

治、照屋正賢の諸氏によるとグスク土器が採集できるという。遺物は殿の位置する中央部の高台

から、南側斜面の石灰岩基盤の露頭の間の窪みから採集できる。 しか し、その範囲についてはい

まだ明確ではない。

5.カ ー シ ー ノ ボ ン トン遺 物 散 布 地 (字砂辺加志原 340番地 他)〈地図恥。7〉

砂辺貝塚の東側約 600m、 国道 58号を挟むかたちで標高 45mほ どの石灰岩丘陵部があ り、砂

辺集落の人々からカーシーノボントンと呼称されている山である。この丘陵部は切 り立った岩山

をなしてお り、その周辺の崖地が墓域として利用されている。その地から延びる北側斜面の褐色

土層から宇佐浜式上器が金城睦弘氏により採集されたが、詳細については不明である。
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6.ク マ ヤ ー 洞 穴 遺 跡 (字砂辺村内原 49番地 他 3筆 )〈地図MO〉

クマヤー洞穴遺跡は砂辺集落の南西側、海岸近 くの標高約 7mの低い石灰岩段丘にできた鍾乳

洞に位置する。ほぼ東西に延びた全長 40mあ まりの鍾乳洞は、三つの連続した空間の洞穴 (ガ

マ)か ら形成されている。入口は南東隅に鍾乳洞の特有な陥没 した ドリーネと呼ばれる縦穴で、

直径約 5m、 深さ4mほ どの国が開口していている。その入口付近の光の届 く12mの範囲である

第一ガマに、先史時代の人々の痕跡はみられるが、その北西側奥の第二・ 三のガマには生活の痕

跡は発見されなく、原始・ 古代の人々が、洞穴を利用する様相の一端を うかがい知ることがで

きる。

洞穴は過去五期にわたって人々の活動の痕跡をみることができる。

最も古い一期 目は、今から約 5000年前の縄文時代前期に相当する前期Ⅲ期の、室川下層式土

器の時代である。

出土土器は第二洞穴の入 り口から2片、第一洞穴の南側に接続する鍾乳石から 1個体、入国の

南側から 1片 出土 したが、他はすべて第 1洞穴の人骨出土 レベルから約 lm下層から出土 した。

二期 日は約 3500年～3000年前の縄文時代後期に相当する前期Ⅳ期で、伊波式土器や荻堂式土

器、それに後続する大山式土器の時代である。

三期 目は約 2500年前の縄文時代晩期に相当する前期V期で、カヤウチバンタ式土器、宇佐浜

式土器、喜念 I式土器などや、また、土器の頸部に突起をもつ磨研土器の影響を受けたものなど

が出土する時期でもある。

四期 目は約 800年～600年前の時期で、いわゆるグスク時代に相当し、青磁・ 白磁の香炉や碗、

刀子・ ガラス玉・ 鉄鏃が出土する時期である。

五期 目の近世になると、岩陰墓 として利用されていた。さらに、第二次世界大戦中は、砂辺集

落の人々が約 300人ほどが、避難場所として洞穴の全域を利用 していたことが、現場の状況や証

言から分かった時期である。

クマヤー洞穴遺跡が最も利用された時期は約 2500年前の第二期 目である。数百体の人骨が改

葬されて葬られた墓域として利用された。入口付近の北側に鍾乳石柱を背にし、その全面部の畳

三枚ほどの狭い範囲に密集 した人骨が、厚さ 30C皿 ほども折 り重なる状態で検出された。葬法は

新 しい死者が出ると、古いものは整理 しなおす方法がとられて頭蓋骨は奥の北側へ、四肢骨は手

前の南側に偏る傾向がみられた。人骨とともに、多量の土器や貝製の腕輪・首飾 り・ ヒスイ製管

玉片、その他いろいろな副葬品や供献土器が検出され、当時の人々の葬法や生活の一旦が想起さ

れた。

第四期 目のグスク時代には、青磁・ 白磁の香炉や碗が十数固体分出上 していて、 しかもかな

り良質な品物であることから、特定な人と関わる祭祀場所 として利用されたと考えられる。 ま

た、鍾乳石柱の北側背後部には、置かれた状態のシャコガイ製の貝錘が 35個 も一括 として発見

された。
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このようにクマヤー洞穴遺跡は、入口付近の狭い範囲にかぎって先史時代からグスク時代にか

けて利用されるだけでなく、特に避難場所や沖縄諸島の風葬や改葬の源流を考える上で重要な遺

跡だと考えられる。

7.浜 川 千 原 岩 山 遺 物 散 布 地 (字浜川浜川千原 145、 157番地 他)〈地図M。 10〉

標高 10mほ どの平坦地の浜川外人住宅地域に、直径約 25m、 高さ30mの 円錐形状の石灰岩塊

が飛び出した所がある。この突起した岩塊の中腹部には、古墓が数箇所確認されてる。これらの

周辺部で宇佐浜式土器に類似 した小破片が、恩河尚・ 呉屋義勝・ 米田善治・照屋正賢諸氏により

採集されているが、その詳細については不明である。

8.浜 川 ウ ガ ン遺 足亦 (字浜川浜川 47番地)〈地図Ml〉

県道 23号線 (国体道路)が国道 58号に接する三差路の真向かいに、長さ15m、 幅 10mの 楕円

形で、高さ10mあ まりの楕円柱状に切 り立った石灰岩塊が突出している。ここは浜川集落の拝

所になっていて、『琉球国由来記』にみられる「島森 ヨリアゲノ嶽」にあたるという。

丘陵部の南側にあたる基部の緩斜面一体に海水産貝殻が散在 している。1979年に調査を した

恩河尚、呉屋義勝、米田善治、照屋正賢の諸氏によると砂丘系のくびれ平底土器が採集できると

いう。

採集土器はくびれ平底土器のみで、グスク土器や他の土器は含まれていない。また、タカラガ

イの装飾品も採集されている。同種のペンダントは伊是名村具志川島遺跡群第 7地点でも採集さ

れている。

これらの遺物が散在 している、基部の緩斜面は石灰岩の基盤が露頭 してるのみで、なんら施設

らしき痕跡は確認できない。また、楕円柱状の丘陵上部から投棄されたと仮定 してみると、上面

によじ登るのに困難なことと、頂上部は基盤が露頭 した凹凸が激 しく狭いことから、生活できる

場所とは不適当と考えられる。このことから当遺跡は生活址というよりは祭祀遺跡の可能性が高

く、類例遺跡としては伊是名村アギギタラ貝塚があげられ、時期的にも同時期な遺跡である。

9.上 ・ 下 勢 頭 区 古 墓 群 (字上勢頭平安山伊森原・伊礼伊森原・下勢頭平安山下勢頭原)

〈地図ヽ 12〉

字上・下勢頭区は 18世紀以後、首里・ 那覇の人々が入植 した地域 として著名で、その入植 し

た人々が使用 した墓域として上・下勢頭区古墓群は知られている。

調査地域は字上勢頭平安山伊森原・ 下勢頭平安山下勢頭原・伊礼伊森原の三つの小字にまたが

る地域である。調査地区は、通称ウーシーモーと呼ばれる丘を東側の起点とする谷間と、その南

側に位置するシシクムイを東側の起点とする二つの谷間が対象地域であった (第 6図 )。

発掘調査の発端は、嘉手納飛行場内の米人家族住宅建設に伴 う事業で那覇防衛施設局がおこな
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ったことによる。発掘調査を 1983年におこな った。

今回の地区には 136基の墓の存在が確認されたが、仮墓を加えると 186基になる。それらは、

数基を単位として存在しているのが判断できた。

墓の作りは、基本的に谷間の石灰岩と石灰砂岩の互層が露出してる硬い石灰岩の部分を天井と

し、柔らかい石灰砂岩層を掘り込んて墓内として巧く利用している。その掘り出された石灰砂岩

を墓前に平坦に敷き、ハカヌナー （墓庭）として用いている。

各墓の形態は、大まかに大中小の規模に分けることができる。総数 136甚の内、 1/6が大型の

亀甲墓・破風墓、 2/6が中型のフイソチャー （掘込墓）、3/6が小型のフインチャーや岩穴墓で

あった。これらは、各 グループの内で混在するものもみられるが、大まかには中型の集中するグ

ルー プ、小型の集中するグループの傾向がみられた。

個々の墓の中でも特に特徴的なものを上げると、 0-4墓はボーシャー型の厨子甕と 3枚の蓋

が検出された。 0-8墓では頭位を北北西に向け、 仰臥屈葬の一次葬の人骨が発見された。骨と

胸骨の下部から陶製の煙管が供献物として検出された。 0-9墓では墓室内に頭蓋骨 （男性）と

骨片が発見されたが、下顎骨やその他の骨は検出されなか った。

P地区の墓は唯一の岩陰墓群である。幅 12m、高さ 2m、奥行 き3mほどの大きさで、合計 9

基の墓が確認できた。

P-1墓は、厨子甕を l基安置できるのみの広さである。積石はわずかに下半分が残る。これ

らの積石の根石を取り除いた後、下層の明褐色層から人頭大のシャコ貝が対の状態で検出され

た。波状の復縁部を外側に向け、層中に水平にみられたことから、意図的に安置したものと判断

された。

P - 4 墓は P -3 • P-5墓の間に位置する墓であるが、地上の構築物はなく 、地表下で根石

と人頭大のシャコ貝が出土した。隣の P-5墓では寛永通宝の古銭が検出される時期には、すで

に放棄されていたと思われ、 P墓群の中では古い墓のひとつになると考えられる。

P-5墓の中央部から P-6墓の前面にかけて l固体ほ どの幼年の人骨が散乱している。現位

置を止めてなく、どの墓に所在するのか現状から判断できなかった。頭蓋骨や胸骨などの骨は確

認できるが、下肢骨はみられなかった。

P-6墓は積石などの構築物はなく、中央部に約 lmx 50cmの範囲に灰を含む硬質土壌の平坦

部がみられた。その近くから男性用のジーファー（管）が検出された。蝠火の跡であろうか。

その他、当地域には印部石や井戸、屋敷跡がみられた。

印部石（シルビイシ）は南東から北西方向に派生した小尾根の先端部、 B-6墓の北西 4mに

位置する。直径約3m、高さ約50cmのもので、中央部に硬砂岩（ニービの芯）が置かれたマウン

トである。周辺部には小礫が散在している。印部石は下端部は欠損しているが、上部の幅29cm、

下部の幅 22cm、高さ 31cm、厚さ 7cmの不正方形である。文字は右側に 「さく原」、左側に「も」

と印刻されている。
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井戸はM-7墓 の北西方向の谷間に位置 していた。聞き込みによれば、アガリガーと呼ばれる

井戸で、下勢頭区の人々が産湯や若水を汲んだとのことで、古 くは湧き水であったが明治の終わ

りごろ、現在の井戸に改築 したとのことである。構築方法は、汲み上げる手前側は直線的に作ら

れているのに対 し、背面の上流側は弧状に重圧に作られ、外圧を考慮 した構築方法がとられて

いる。

屋敷跡は上勢頭区平安山伊森原 1082番 地 と同1084番 地に位置 し、いずれも南西方向に開口し

た小谷を利用 して、家屋の配置がおこなわれていた。

出土遺物は厨子甕 (甕形厨子、御殿形厨子)・ 甕・ 碗・ 茶碗・ カラカラ・花瓶・ 杯・ 薬品瓶・

金具・ 煙管・櫛・古銭など総数約 200点ほどであった。なかでも厨子甕が最も多 く、70%を示 し

ていた。

甕形厨子はボージャー型と装飾を施す鉄釉甕型に分けられるが、前者が古く、後者が新 しいと

考えられている。ボージャー型は口縁部が丸 く膨らみ、全形は卵形の丸みのあるもので、正面に

切妻形の庇 と空気穴がある以外は、無文の簡素なものである。17世紀の中頃まで湖るとされる

ものである。鉄釉甕型は蓮の花形の印刻線文様が施されるのが一般的である。正面に切妻形や唐

風の庇と空気穴があるが、浮文や印刻線文で表現するものがある。前者が古く、後者が新 しいと

される。

蓋の裏面の ミガチをみると、道光・ 同治・ 光諸の中国年号がみられることから、19世紀の初

頭から墓地域として利用されたことがわかる。

上・下勢頭古墓群は、 P墓群のように一部古い時期の墓もみれれるが、大半は屋取村落の人々

が 19世紀ごろから集中的に使用 した墓群であることが明らかになった。出土遺物にも地方では

みられない 2～ 3の 資料がみられた。

10.伊礼 原 A遺 跡 (字伊平伊礼原 188番地 他)〈地図No。 15〉

伊礼原B遺跡と同様に、キャンプ桑江内の河川工事の際に発見された遺跡である。シーサモー

の北側約 100mの 位置にあたり、表土下 1.5mの砂地に幅 1.5mの範囲にわたり人頭大の石灰岩礫

が密集したレベルが発見された。礫内からは近世の陶磁器に混在して獣骨などがみられた。特に

下部のレベルから喜名焼の陶器が出土することから、18世紀後半期の古集落と考えられる。

11。 伊 礼 原 B遺 跡 (字伊平伊礼原 213番地、外 2筆 )〈地図M5〉

キャンプ桑江の トクガー (徳川)が国道 58号に交差する地域に位置する遺跡である。本遺跡

は 1988年 4月 、徳川の南東約 600mに位置する奈留川を、徳川に合流させる河川工事の際に発見

された遺跡である。

遺跡は、標高 0.5～ lmの海岸砂地に形成された低地遺跡である。

発掘調査は 1988年 8月 におこなわれた。調査面積は 301ぽ を任意に三等分し、北から一区、二
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区、三区とし、発掘区とした。

本遺跡は低地遺跡で、 1日 河口とも相侯って遺物に多少の水摩を受けていることなどから、本来

の遺跡源位置よりは多少、移動 した痕跡が うかがえる。

遺跡の層序は 8枚確認されたが、第Ⅵ層と第Ⅷ層が文化層であ り、第Ⅷ層はさらに上下に細分

できた。遺物の出土状況は、第 3区で特に集中してみられることから、本遺跡の中心部は南側の

旧伊礼の集落からクランモー (獅子蔵)一帯の隆起石灰岩の地域にかけて存在するものと考えら

れる (第 7図 )。

第 1文化層であるⅥ層は、有機質を多量に含む灰黒色砂層の文化層で、青花 (染付)、 青磁、

南蛮焼やイノシシ・ 牛・ 馬の下顎骨が出土 し、混在 して人骨も検出された。その下層からは砂丘

系のくびれ平底土器が検出された。

出土遺物をみると、上層の陶磁器の機種の内訳をみると、碗、生花、香炉、橋鉢で、非日常的

な生花・ 香炉の点数が出土 してお り、イノシシ・犬・ 牛・ 馬などの下顎骨の出土を考えると祭祀

的な意味合いをもつ性格の遺跡かとも考えられる。時代的には陶器、有田焼や安南青花の 17～ 18

世紀の染付、青磁は碗の見込みにみられる印花文や「福」の文字がみられる15世紀の中頃から

16世紀にかけてのものである。

第 2文化層であるⅧ層は、枝サンゴから成る混礫砂層である。深さ50cmま では土器が出土 し

たが、それ以下では確認できないことから、調査を終了した。土器はローリングを受けていた。

出土土器は古いほ うから、室川下層式土器、面縄前庭式土器、仲泊A・ B式土器、面縄東洞式

土器、嘉徳 正式土器、伊波式土器 と6種の型式がみられ、沖縄先史時代編年前期Ⅱ～Ⅳ期 (以

下、前期Ⅱ～Ⅳ期と略記)で、縄文時代前期末～後期にまたがるものである。これらはすべて連

続的につづくものではなく、室川下層式土器、面縄前庭式土器、仲泊A・ B式土器の前期Ⅱ～Ⅲ

期 (縄文時代前期末～中期相当期)と 、面縄東洞式土器、嘉徳 正式土器、伊波式土器の前期Ⅳ期

(縄文時代後期相当期)の二期に分けることができる。

人骨の所見は松下孝幸氏によると、前期Ⅳ期の女性の圧骨体 (1片 )、 グスク時代の頭蓋骨

(6片 )が確認されている。

獣骨の所見については、イノシシの家畜化はおこなわれていなかったであろうと川島由次氏は

述べている。牛は現生の黒毛和種の中型の体格で、馬はヨナグニウマの骨格比較からほぼ同体形

で、老雌馬と判断されている。

このように、伊礼原B遺跡の中心部は南側に広がると考えられる。

12。 桑 江 の 殿 遺 物 散 布 地 (字桑江小掘原 278・ 279・ 280番地)〈地図No。 16〉

奈留川が標高 30mの 石灰岩台地から沖積層の平野部に流れ出る境 目には、ゆるやかな斜面が

台地に沿って伸びている。そのゆるやかな斜面の左岸には標高 9mほ どの微高地があ り、
｀
桑江

之殿
″

が位置 している。ここはまた、現在のキャンプ桑江内に存在 していた拝所を一同に集めた
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所でもある。

この桑江之殿一帯はグスク土器と須恵器が採集されている。

13. 桑江遺物散布地 （字桑江後兼久原 213-2番地 他）〈地図No.16〉

米国海軍病院の北側には、標高約40mの石灰岩台地と 前面に拡がる標高約4mの沖積低地との

間には緩斜面が南西に向いて、細長く伸びる。この緩斜面の地に祠があり、その周辺で士器片や

石斧が採集された。発見者の金城睦弘氏によると集中している場所があるということから、散布

地というよりは遺跡である可能性が高い。

採集土器や石斧をみると、口縁部が三角形状に肥口する宇佐浜式士器と 、乳房状の石斧である

ことから、前N期の時期と考えられ、砂辺貝塚の新しい時期とほぽ同時期のころと思われる。

14. 鹿化石出土地 （字吉原栄口原 ・桃原）〈地図No.17〉

桃原区の区画整備事業の宅地造成工事に際して、道路の切り通し壁面に現れた石灰岩露頭部の

小さなフッシャー（割れ目）から、鹿化石骨が 3片発見された。このことから、近辺に化石の堆

積する中心部の可能性が考えられ、その周辺部の踏査をおこな ったが、新たな遺物の発見はでき

なかった。

大城逸朗氏の鑑定によると 、 リュウキュウジカの右中足骨であるという。これらの鹿化石は沖

縄諸島の石灰岩の涸穴やフィシャー（割れ目）から出土する特徴があり 、まれに人骨や人工遺物

を伴うことが知られている。

15. 前原古島 A 遺跡 （字桑江桑江原 60 • 62番地他）〈地図No.19〉

前原古島B遺跡と同様に、キャ ンプ桑江内の米軍小学校建設予定地に係る試掘調査の際に発見

された遺跡である。米海軍病院の北西約 130mの位置にあたる。表土下 I.5mの砂地に幅 I.5mの

範囲にわたり人頭大の石灰岩礫が密集したレベルが発見された。礫内からは近世の陶磁器に混在

して獣骨などがみられた。特に下部のレベルから喜名焼の陶器が出土することから、 18世紀後

半期の古集落と考えられる。

16. 前原古島 B遺 跡 （字桑江前原 1018番地他）〈地図No.19〉

キャンプ桑江の海軍病院敷地の南西角の一帯が前原古島B遺跡である。

試掘調査によ って発見された遺跡で、表土下約 1.5mの砂地の層に厚さ約40cmの有機質層が確

認された。同層には石灰岩礫が混ざり 、沖縄産の壷屋焼や喜名焼が発見された。その下層ては青

磁片が発見された。

試掘の状況から同層の広がりは病院方向の北東方向へ広がる様相を示していた。それからみる

と戦前の桑江集落の方向に広がることになり 、集落と重なることが予想される遺跡である。
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17.伊 地 差 久 原 古 墓 (字桑江伊地差久原 841番地)〈地図ヽ 19〉

米国海兵隊病院の東側、約 40mに 標高 10mの丘陵が位置 している。 この丘陵の南側斜面を平

成 4年 11月 に試掘調査をおこなったところ、墓前 と思われる石積 と床面が確認され、その下面

から褐釉陶器 (南蛮焼)の破片が 3点検出された。 このことから少なくても18世紀以前の墓 と

考えられるものである。

18.前 原 古 墓 群 (字桑江前原 978-2、 1070番 地)〈地図No。 19〉

県道 24号線の謝苅入口から北谷郵便局へ向か うと、ゆるやかな左カーブで上 り口にあたる。

この上 り回の左手約 100mの基地内に、標高約 10～ 20mの丘陵が西側に突出した部分がみられる。

この突出部分の斜面には下半部が埋もれた 8基の墓が確認できる。

19.桃 原 洞 穴 遺 跡 (字吉原東新川原)〈地図m20〉

1966年、多和田真淳氏により発見された遺跡で、北側に開口した石灰岩洞穴である。現在、

遺跡の入口は沖縄市南桃原に所在 しているが、洞穴内部の大半は北谷町に位置 している。

入口から奥行約 5mま では横穴で、そこから約 10mの 縦穴へと変わる。その縦穴の途中で化石

人骨は発見されたという。

化石人骨は頭蓋骨が検出されている。炭素年代の数値からみると、約 1万 6千年前のものと考

えられ、桃原洞人と鈴木尚氏により命名されている。

本化石人骨は町内唯一の化石人骨である。 しかし、具体的な発掘調査はおこなわれておらず、

今後の成果が期待される。

20.イ ンデ ィア ン・ オ ー ク号 の 座 礁 地 (字北谷地先)〈地図m22〉

1840年 8月 14日 に字北谷の地先で英国船東インド会社のインディアン・ オーク号が リーフに

乗 り上げ座礁 した海底遺跡である。座礁地点は 1984年 の調査の結果、白比川河国の真西 1050m

には リーフによって外洋と内海が分けられたラインが南北に走る。その地点から真南に 250m下

った地点に リーフの窪みがある。 リーフの外洋には鋼板や銅釘をは じめ同船の積載資料とみられ

る陶器片やワイン瓶片などが検出された。内海には半径 100mにわたって人頭大の黒褐色の円礫

が無数に散乱 していた。円礫は帆船の安定を保つために船倉に積載された重しと考えられるもの

で、この円礫については 1970年 に北谷採集の奇岩 として前田四郎編の『沖縄産岩石鍍物図説』

の報告がある。

海底調査は町在住の棚原盛秀氏とその同好会のメンバーで行われた。

調査方法は白比川河口の リーフを基軸 として南側に 200m、 西側に 100mの 範囲を鉄反応の磁

気傾度計による磁気探査、それと平行 して遺物の良くみられる海底の割れ目を中心として、ダイ

バーの潜水による目視の方法により、50× 80mの範囲を限定 し、さらに 10m× 10mの細区画を
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海底に実際に釘を打ち、ロープを張 り遺物の取 り上げの調査区とした。

遺物は 2ケ所の割れ日 (フ ィシャー)の砂中から採集された。これらの採集される水深は干潮

時において 3～4mほ どの海底であることから、波浪の際には洗われる深さと考えられる。

出土遺物は鋼板 3枚、銅釘 1000点、染付碗・皿、大型褐釉陶器甕、彩色陶器、角柱瓶、 ワイ

ン瓶などがある。

21。 )也 グ ス ク (字吉原東宇地原・ 西宇地原)〈地図m24〉

池グスクは北谷城の出城として機能 したという伝承のグスクである。北谷城の北側に自比川を

挟む形で東西に延びる標高 17m前後の丘陵が、国道 58号 を越えて延びていたとい う。戦前まで

は、その丘陵が現在の国道 58号 と交差するあた りに通称
｀
北谷 トンネル″

が掘 られていたが、

戦中、日本軍によって破壊され、現在では宅地造成でその痕跡は止めていない。 しかし、白比川

の上流の東側には丘陵の根幹が残存 していて、両側は崖をなし、自然の要害をなしていたことが

わかる。『北谷村誌』によるとトンネル開口以前は、海側 よりに丘陵部を迂回する坂道があ り、

さらに海側 よりは一段と高い丘陵があったため、北は残波岬、南には城間岬が一望できたとい

う。また、桑江よりの北側斜面 (長崎原 1122-1番地)にはビジルの祠があったが、現在は移動

している。

大川按司の墓もこの丘陵崖下にあったが、移転された。その場所は字吉原東宇地原 1006番地

で、移転の際に立ち会った。厨子甕の蓋に
｀
大川按司

〃
と墨書が確認された。

池グスクはまた北谷城と同様に慶長の役には攻防の伝承を残 しているが、その範囲や施設、文

物等の痕跡を示す資料はみられない。

22.白 比川河口遺物散布地 (字北谷西表原)〈地図m24〉

1979年、白比川河口の左岸の護岸工事の際に、当時の琉球大学考古学 クラブOBの恩河尚、

呉屋義勝、米田善治、照屋正賢により、水魔を受けた貝殻条痕文土器片が一点採集された。 しか

し、その後の土器の発見はなかった。この土器は水摩を受けていることなどから、当地は自比川

の上流域、あるいは北谷城の南側を流れる水系の合流地点になっていることから、両川のいずれ

かの上流域に、遺跡の中心地は存在するものと考えられる。

23。 北 谷 城 遺 跡 群 (字大村城原)〈地図No.24〉

北谷城遺跡群は北谷城の丘陵部に分布する各期の遺跡を総称 して付 した名称で、12ケ 所確認さ

れている。

北谷城の位置する丘陵は、幅 100～ 150m、 長さ500mで、標高 44。 7mを頂点とする、略東西に

延びる琉球石灰岩の舌状台地から成っている。 グスクはその頂点の中央部から西側半分の丘陵を

石垣で取 り組んで縄張 りとしている。丘陵の北側には西流する白比川を伴っていることから、高
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第 9図 北谷城遺跡群配置図

さ 10～ 20mの 侵食による崖をもっていて、自然の要害の地 となっている。南側は二段の崖から

なっていて、そのふもとの斜面に北谷城と関わ りのある伝道集落が位置 している。この丘陵を形

成 している基盤の琉球石灰岩は、全体的に南西に傾斜 していて、これを源とする湧水が伝道集落

内のノロガーと、西側の国道 58号 と接するあた りに塩川と呼ばれるカーがみられる。

北谷城の丘陵は、戦前までは東側に連なる丘陵が二つ存在 していて、尾根の往来も可能であっ

たが、東御嶽の位置する窪みから、幅 20mほ ど戦後削 り取 られていて、一見、独立丘陵の様相

を呈 している。

古地図をみると、北谷城の丘陵部との南東側には、独立 した丘陵が伝道集落、メーグスク (前

城 )、 玉代勢集落、長老山の四ケ所がみられ、いずれもグスク時代の遺物が採集できることか

ら、北谷城の性格を考える上にはこれらを含めて考慮することが必要と考えられる (第 8図 )。

北谷城の考古学的な紹介は、1960年の多和田真淳氏により
｀
北谷城貝塚

〃
と『文化財要覧』

に報告されたのが初めてである。1957年 4月 に、現在、丘陵上部にあるタンク施設の造成中、

米人 ワトソンにより発見された経緯が紹介されている。1979年 には琉球大学考古学 クラブOB恩

河尚、呉屋義勝、米田善治、照屋正賢の諸氏によリフィール ド調査が行われ、北谷城丘陵周辺に

は 7ケ 所遺物の採集できる地区が確認された。1982年には北谷町教育委員会と同町史編纂室 と

による平板測量調査が行われ、四つの石垣の区切 りが存在 し、三つの平場をもつ城郭であること

が確認された。その後、1983年 には金城睦弘・ 筆者による城斜面のフィール ド調査が行われ、

グスクの範囲や按司墓、その他古墓が 82基、戦時中の水雷艇施設が確認された。

現在、北谷城の丘陵部には、古墓を含む 12ケ 所の遺跡が確認されている (第 9図 )。
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ヽ 1 金満按司墓 と称される墓で、北側の標高 20mほ どの高所に開口した自然洞穴を利用 し

たものである。1960年 代に移転を余儀なくされ、現在は利用されていない。入口は幅 3m、 高さ

6mの縦長開口部に切石積みにより閉塞石としているが、上部まではおよばないとみられる。外

界との出入 りは、墓に向かって右側の急斜面に石段が設置されて墓道 となっているが、前庭部

の広場の痕跡はない。墓内は幅 8m、 奥行き6mの平坦部をなし、高は6mほ どの空間をもってい

る。戦前までは丘陵上部のグスク側から道を下って墓参をおこなっていたが、戦後は下からよじ

登っておこなっているという。

No.2 金満按司墓 より西側に 10mほ ど行 くと、同じ標高のレベルに西向きに開口した小さな

自然岩陰を利用 した墓がある。墓口を野面積みで覆った墓で、前庭部に石碑を建立 した痕跡の基

部が残る。『北谷村誌』に薙肇豊佐敷筑登之興道 とい う人物の墓には墓碑が存在 していたとのこ

とから、同氏の墓と考えられるものである。

m。 3 薙肇豊佐敷筑登之興道墓よりさらに西側に 10mほ ど行 くと、かな りの崖崩れがあ り、著

しく破損した墓がみられる。北谷真牛の墓 と称されるものであるが、外にも国道 58号に面 し、

転石防止フェンスの裏手の破損 した墓 との説 もある。『北谷村誌』や戦前みたことがあるとい う

古老の伝承を総合すると、当地が最もその可能性が高いが、確認はできない。

M4 タンク施設に付随 している駐車場の北側斜面には、標高 10mの崖の中腹に方形状に彫

り込まれた 2基の墓で、『北谷村誌』には自比川の対岸、謝苅側からメガネのように見えたとい

うものである。入口の幅 2。 5m、 高さ 1。 3m、 奥行き 1。 8mの 規模である。さらに、入国の上下面

には径 15cmほ どの円柱状の凹みが 4対みられた。外界とを材木によって閉ざしたとみられる墓

で、今帰仁村運転港にみられる崖葬墓と類似 している数少ないものである。

No。 5 北谷城の北西隅の崖下のゲー ト近 くで、甕形のくびれ平底の土器であるフェンサ下層式

土器の採集できる地域であることが、国道 58号沿いの排水溝工事中に、琉球大学考古学 クラブ

OB恩河尚、呉屋義勝、米田善治、照屋正賢の諸氏により確認されている。

m。 6 北谷城の南西隅、国道 58号 と県道 130号線が接する地域で、前述の排水溝工事中に諸

氏により、近世の陶磁器や甕形のくびれ平底の上器であるフェンサ下層式土器が採集されてい

る。また、崖下には字北谷のウブガーである
｀
塩川

〃
と称する湧水がある。北谷城の攻防を左右

したという伝承の残る湧水でもある。

m7 北谷城の南側、県道 130号線との間にあた り、 1日伝道集落の西隅に位置する所である。

m.6地域のように一連の排水溝工事中に発見された地域である。近世の陶磁器や染付け、青磁等

が採集されている。当地域の東側に位置する高圧線の鉄塔建設のお り、緊急発掘調査をおこなっ

た結果、表土より2m下に 2枚の文化層が確認された。 これを北谷城第 7遺跡 として命名 した。

M8 グスクの一の郭・ 二の郭・三の郭の南斜面の崖下にあたる地域である。 くびれ平底土器

やグスク土器、陶磁器、青磁が採集できる。特に青磁が多く採集できる地域である。

m9 グスクの北東部で丘陵が くびれる北側斜面にあたる。伊波・ 荻堂式土器系統の沖縄先史
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第10図 北谷城ニノ郭の舎殿址のプラン状況
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時代前Ⅲ期の土器片が採集できる地域である。 しか し、1993年の第 9次発掘調査では発見でき

なかった。

ヽ10 グスクの南東部の南側斜面に位置する。 くびれ平底土器と貝殻が混在 した層が露出して

いる。これまでのところくびれ平底土器片のみが採集できる地域である。丘陵上部のタンク施設

のあるヽ11地 区の一部の可能性もある。

mll グスクの東側、タンク施設のある丘陵地域の周辺にあたる。1960年の『文化財要覧』

に多和田真淳氏によって北谷城貝塚 と紹介された地域である。

その他、北側斜面の下のふもとには戦時中、日本軍が構築 したという水雷艇の格納庫が 5基確

認できる。これは対岸の池城の丘陵部の南側にも存在 したが、現在は宅地造成のため壊され、墓

地として転用されている 1基以外は確認できない。戦跡考古学の一資料である。

北谷城

北谷城は 1982年 8月 の平板測量をおこなって以来、その規模が把握できたので、北谷町教育

委員会では 1983年からは実質的な発掘調査をスター トし、1983年 の第 9次発掘調査までをおこ

なってきた。

測量調査の結果、標高 44。 72mの三角点を起点とする高所の石垣から、その以西に東西に延び

る丘陵を南北に断ち切るかたちで三カ所の石垣が確認され、石垣の間には平坦部をもつ郭がある

ことが確認された。東側の最も高 く狭い郭の一の郭、二段 目に高 くやや広い二の郭、最も低 く広

い三の郭があ り、丘陵にそって連なった形状をした連郭式のグスクであることが判明した。

一の郭は東西約 40m、 南北約 20mの 800ぽ の広さの郭であ り、二の郭は東西約 30m、 南北約

50mの 1,500ど の広さの郭、三の郭は東西約 40m、 南北約 80mの 3,200ぽ の広さの郭であること

が確認され、真西の四の郭は東西約 100m、 南北約 100mの 10,000イ の広場で、総面積 155,000ぽ

でかな り大がか りな規模をもつグスクであることが判断された。

第一次調査は 1984年 、二の郭で城郭の中でも最も遺物の採集がたやすいことから、合計 10ケ

所の調査区をもうけた。

層序は 6層確認された。Ⅲ層は暗褐色土の混礫土層で、第一文化層である。 V層は黒褐色混

貝土層で数点の陶磁器を含むものの、 くびれ平底の土器が日につ く遺物包含層で第二文化層で

ある。

敷石遺構が第Ⅲ層で確認された。テーブルサンゴやキクメイシが数センチ大の大きさで破砕

されているものが一面に広がってみられた。柱穴は第V層 から第Ⅵ層に掘 り込まれていて、径

50～ 60cm、 深さ30cmほ どである。柱穴には根石と思われる拳大の数個の礫が立位の状態でみら

れた。

出土遺物は人工遺物の土器・青磁・ 白磁・ 陶器・ 須恵器・ 瓦質土器・ 鉄製品・銅製品・ 銭貨な

どがみられ、自然遺物では只殻・ 獣魚骨がみられた。土器は底部が くびれ平底の特徴をもついわ
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ゆる砂丘系土器と、鍋形状の器形をもつグスク土器がみられた。

出土 した青磁から13世紀のものも数点みられるが、14～ 15世紀のものが主体をなしているこ

とから、北谷城の盛行期はこのころに位置ずけられることができた。16世紀の遺物はなく、染

付 (青花)の出土もないことから、それ以前で終了したと考えられる。

第 2次調査は 1984年、三の郭に位置する北谷の トゥン (殿)が中央部 よりやや南西側に戦後

数年までは位置 していた場所周辺でおこなった。ここではグスク土器を出土する層と、間層を挟

んで下層にくびれ平底が単純に出土する包含層が存在することが判明した。

第 3次調査は 1985年、二の郭に本格的な施設のあることが予測されたので、遺構の検出に終

始 した。調査の結果、長さ約 9mにわた リサンゴ石灰岩質の切石による家屋の雨端 ラインが検出

された (第 10図 )。

第 4次調査は 1987年、四の郭の南側の縁辺部に施設があるか、試掘区をもうけた。南側の縁

辺部の崖のニケ所では、込め石を多量に用いて平坦部を形成 していることが判明した。崖よりに

は人頭大の礫、山手側には拳大の礫を用いていた。礫に混在 して土器や青磁・ 褐釉陶器 (南蛮

焼)が出土 したことから 14～ 15世紀の時期のものであることが判明した。このことは、ほぼ二

ノ郭の舎殿址や三ノ郭の上層と同時期に当たるものと考えられる。

第 5次調査は 1988年、二の郭の南側 (舎殿址の南側)が どのように利用されているのかに努

めた。調査の結果、直線に結ぶ石垣と門がみられ、さらにコーナーは角丸の石垣が確認できた。

西側の石垣は約 45cm大 のサンゴや石灰岩の切石を用いているのに対 し、南側の石垣は約 80cm大

の大型の石灰岩の切石を用いていた。また、一ノ郭あた りの石垣は約 30cm大のサンゴの切石を

用いていた。これらの石垣は、周辺から出土する青磁・ 褐釉陶器 (南蛮焼)な どから 14～ 15世

紀の時期のものと考えられる。

第 6次調査は 1990年、ニ ノ郭 と三ノ郭 との境の石垣にみられる門の検出に終始 した。その結

果、石垣の外面が確認され、石垣はすべてサンゴの切石をもちいていていた。

第 7次調査は 1991年 、三ノ郭の柱穴群のプランの把握に努めた。その結果、lmほ どの不正楕

円形 と50cmほ どの不正円形の遺構群、20cm前後の柱穴の 3種類の遺構が確認された。これ らの

遺構内の覆土や遺物から、 くびれ平底土器を含む 12～ 13世紀の時期、青磁を含む 15～ 16世紀の

時期に区別されたが、そのプランは調査面積が狭いことから、明確にはできなかった。

第 8次調査は 1992年、第 8次調査からは、これまでの調査区であるグリット設定の方法を変

え、座標による区画を設定 し、1//500地 図の地形図を基本として、グリット設定をおこなった。

座標の基点は、X=33。 850、 Y=26。 800を 基準とした。

今回の調査は、北谷城の最も東の石垣の規模とその性格の把握につとめた。石垣は、内面を基

準として外面は6m幅のものと、9m幅の二つが確認された。6m幅 の石垣は粗い面取 りされた石

が並べられ、9m幅のものは丁寧な切石であった。略東西に延びる石垣は長さ25mあ り、両隅の

角は丸く積まれていた。
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第 9次調査は 1993年 、北谷城の石垣から東側 50mの地域に窪地があることから、人為的な堀

切 りではないかとの可能性が考えられることから、その性格について把握することに努めた。二

つ目には、北谷城の西側に広がる四ノ郭の地形測量をおこなった。窪地の調査区は南北から窪ん

でいる場所に 5ケ 所設定 した。調査の結果、長さ6m、 深さlmの窪地が確認された。窪地には

上下の貝層があ り、上層は青磁が混在するくびれ平底土器の層、下層はくびれ平底土器が単純に

出土する層が確認できたが、窪地の性格については明確にできなかった。

以上が北谷城の第 9次 までの発掘調査の経過であるが、それを要約すると、北谷城は規模的に

は 1.9ヘ クタールの面積をもつことから首里城、今帰仁城、糸数城、南山城に次 ぐ大きさで、五

指にはいることが判明した。型式としては東西に連なる郭をもつ連郭式のグスクで、出土遺物か

らみると、12世紀に始まり15世紀の中頃に終焉 した古いグスクであることが明らかになった。

24.北 谷 城 第 7遺跡 (字大村城原 325番地)〈地図m。 24〉

当遺跡は北谷城遺跡群の .ヽ7の東隅にあたる。

北谷城の南側のふもと、県道 130号線沿いにキャンプ瑞慶覧の第 4ゲ ー トの入国の真向かいに

あたる。現況は標高 7mの平坦地であるが、戦前の地形では北谷城の丘陵部のふもとに位置 し、

伝道集落の西隅にあたる場所である。

1983年、沖縄電力株式会社の瑞慶覧幹線移設工事に係る、鉄塔建設工事の事前試掘調査で際

確認された遺跡である。

発掘調査は 1984年 6月 におこなわれた。調査の範囲は鉄塔の土台の脚の部分に限って 5× 5m

の四ケ所を対象としたが、北東側のニケ所はすでに削平されていた。よって、南西側のニケ所が

調査の対象となった。北西角の調査区をN区、南西角の調査区を S区 とした。

層序は 14層確認されたが、一部は送水管施設のため最下層まで攪乱を受けている部分があっ

た。Ⅵ層は石灰岩質の暗褐色土壌で、貝殻が レンズ状に数枚重なる混貝土壌の文化層である。 し

か し、人工遺物は全体的に散在する状態の第一文化層である。Ⅸ層は暗褐色混貝土層の第二文化

層である。

遺構の発見はなかった。

出土遺物は青磁・ 白磁・ 陶器・ 須恵器・ 土器・鉄製品・ 古銭・ 石器・ 貝製品等の人工遺物 と、

牛・ 馬・ イノシシ・ 山羊の獣骨と貝殻等の食料残滓の自然遺物がみられた。しか し、 2つの文化

層の遺物には差異はみられなかった。

土器は底部が くびれ平底の特徴をもついわゆる砂丘系土器と、鍋形状の器形をもつグスク土器

がみられた。遺物の中では特にタイ産の焼き物が出土 したことは稲福遺跡や阿波根古島遺跡など

南部のグスク時代の遺跡で発見されている。

ヤギの出土例は浦添城に次いで 2例 日である。ヤギに関する記録は「李朝実録・ 中世琉球史

料」(1477年 )の 15世紀であることから矛盾はないという。 しか し、 1点 の資料であるので、今
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後の資料の増加を待ちたい。

以上のように北谷城第 7遺跡は、出土資料から15～ 16世紀ごろに堆積 したものと判断できた。

その後、数回の改変が第V層 以後にみられ、最終的には戦前の屋敷の増築で落ち着いたようで

ある。

25。 」ヒ谷 種肇ワ秘止 (字北谷北谷原 4番地)〈地図m24〉

北谷城の南側には県道 130号線が国道 58号 と接する三差路の南東角一帯が北谷番所址にあた

り、現在はキャンプ瑞慶覧の施設内に位置 している。

名嘉正八朗氏の『歴史の道』によると、15世紀に番所が設置されることから、北谷番所 もそ

のころ北谷城から移転 したと考えられる。 このことは、北谷城から出土する15世紀の青磁や南

蛮焼等の以後の遺物がみられないことから、北谷城の機能が終了したことが伺え、北谷番所に移

動 したことを暗示 しているものと考えられる。戦前は北玉小学校用地 として転用された経緯を

もつ。

番所の北東側、現在の三差路付近には「改造池城橋城橋碑文」にみられる一門のアーチ橋の城

橋が架けられていたが、戦前、道路整備のローラー車両が橋を渡る際、重量に耐え兼ねて橋が落

ち、見物人も死傷者が出たという。

26。 吉 原 東 角 双 原 遺 物 散 布 地 (字吉原東角双原 931-1番地 他)〈地図No。 24〉

白比川の上流は、北側の新川と南側の佐阿良川とが合流するが、その合流する右岸の場所に

は、標高約 56mの崖をもつ丘陵がある。その丘陵と白比川の間の斜面で石斧が 1点採集された。

27.山 川 原 古 墓 群 (字大村山川原 448・ 450・ 454番地 他)〈地図No.25〉

北谷城のある丘陵部は、東側のほうに大まかに三つの尾根からでき、略東西に延びている。そ

の最も東側の尾根は標高 41mほ どあ り、東側 と北側に崖を形成 していて、その崖の上部の岩陰

や中腹部の小段丘に古墓が形成されている。

当丘陵部は 1985年 から採石工事の予定があ り、事前の調査の対象になった。 しかし、調整以前

に業者によって墓内の厨子甕などが、すでに持ち出され、墓と厨子甕との関係が不明であった。

調査の対象になった古墓は、崖の北側中腹に残存する 6基をおこなった。それらは全て崖面を

掘 り込みにより形作るフインチャーの技法であった。奥行き 3。 5m、 幅約 2m、 高さ 1。 5mの墓内

の空間を作 り、墓 口は方柱状の石灰岩の切石をもちいて亜字形に組み、その両側と上部を一抱え

ほどの切石や自然礫で埋めて境としている。墓内は厨子甕を安置する特定の階段はなく、平坦で

ある。前庭部は墓内から掘 り出された土砂により、平坦に形成 しているが、幅約 lm弱であるこ

とから、数名の人がやっと座れるほどの狭さである。

当地域から出された厨子甕は墓の特定ができなかったが、厨子甕やその蓋に墨書のあるものが
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35例あ り、判読 した玉木順彦氏の説明によると、古いもので 1715～ 1725年代のボージャ厨子甕

や蓋がみられる。また、人骨に混在 してヤコウガイ製の貝匙が一点検出された。

東側の崖面には 8基のフインチャー墓が現存 している。その内、 2基の墓は特異で墓内の奥壁

に墓道を作 り、さらにその奥に墓内の空間を形成する二重構造をもつものがある。

28.玉 代 勢 原 遺 跡 (字大村玉代勢原 43・ 44番地)〈地図m24〉

玉代勢力原遺跡は長老山の北側約 200mに位置 し、略東西にのびる標高約 16mの丘陵の南斜面

にあたる。当遺跡は戦前まで、その丘陵部に細長 く存在 していた玉代勢原集落のほぼ中央部に位

置する。 しか し、現状は北側とな りを横走する県道 130号線の拡張工事や、キャンプ瑞慶覧内に

位置することから、米軍隊舎の建設等により旧地形の形状は止めていない。

発掘調査は 1991年 、那覇防衛施設局の新設隊舎建設に係る緊急調査 として、東西約 35m、 南

北 15mの 525ぽ の範囲においておこなわれた。層序は細分すると13枚確認されたが、基本的に

は 5層 に分けられた。

Ⅱ層 暗褐色土層で、上下に分けることができる。上層 (Ⅲ a層 )は炭化物などの有機質を多

量に含み、戦前の屋敷址の石列が確認される。下層 (Ⅱ b層 )は灰褐色土層で、やや硬質の層で

ある。Ⅳ層は暗褐色土層で、 くびれ平底土器と打製の石器やチップが単独に出土する層である。

石列は人頭大の石灰岩礫や硬砂岩を直線状に敷き並べたもので、 3ケ 所で確認された。この石

列の上面や礫の間からコバル ト釉の壺屋焼や ゴムスタンプを用いた白磁が出土することなどか

ら、戦前の屋敷址であることが判明した。

出土遺物の種類をみると、人工遺物と自然遺物に分けられ、人工遺物は土器、須恵器、磁器、

陶器、古銭、貝製品などがあげられ、自然遺物は貝、獣骨がみられた。

土器はくびれ平底土器とグスク土器に分けられ、その内、 くびれ平底土器はすべて第Ⅳ層の下

部からの出土でグスク土器は上部からの出土であった。

このくびれ平底土器は、最下層の第Ⅳ層で単純に出土 した。土器と共に出土 した木炭を 2点、

炭素年代測定をおこなった結果、1120± 140yB.P.1110± 130yB.P.と 、いずれも8世紀初頭の年

代が得られた。 くびれ平底土器からグスク土器への移行時期の目安が判断できた。

須恵器はカムヤキ須恵器とともに、沈線による有軸羽状文の胴部片が検出された。手塚直樹・

大橋康二氏の所見によると、石川県珠洲窯の可能性が高いものが出土 している。青磁・ 白磁は

14世紀中頃からのもが出土 し、染付 (青花)は 15世紀中頃から後続 し、有田焼へとつづいて出

土 している。陶器では、いわゆる南蛮焼の褐釉陶器が 14世紀末期のものから出土 し、それらに

混在 してタイ産の焼き物 もみられ、17世紀中頃の喜名焼・ 湧田焼へと島内産のものへの変遷が

伺える。これらの陶磁器は第Ⅲ層から第Ⅱ層にみられる出土遺物の変遷として捕らえることがで

きた。

石器は石斧片や石皿片、凹石などがみられたが、特に第Ⅳ層で、 くびれ平底土器と共にチャー
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卜製の打製石器やチップがみられた。長野真一氏によると溝を彫るものや、棒状のものをケズル

ものとして利用された工具であるという。

以上のように、玉代勢原遺跡は 8世紀初頭のグスク時代を始めとして、14世紀中頃から戦前

の屋敷跡まで、連続 して利用された遺跡である。 くびれ平底土器から青磁までの遺物は、北谷城

で出土 したものと類似していることから、相関関係の様相をしていたと考えられる。

29。 長 老 山 遺 斗勿散 布 地 (字大村玉代勢原 14番地)〈地図m24〉

北谷長老山の一帯は、現在、キャンプ瑞慶覧の中に位置 し、戦前の旧地形は止めていないが、

1954年 の米軍地図によると、この長老山は標高 22mの 舌状台地の西斜面に位置 し、現在、こん

もりとした樹木に覆われている。北谷長老山は、樹昌院の住持の墓地域として利用されてきたと

ころであるが、特に、1580年 代に玉代勢村に生まれ、臨済宗妙心寺派の正統を伝えた とい う

「南陽紹弘禅師」の墓所として著名で、
｀
長老山

″
と愛称され、町民の心のよりどころとされて

いる。

現在、
｀
長老山

〃
はキャンプ瑞慶覧内に戦前まで位置 していた拝所を、一同に集合 した霊域で

もある。

この丘陵部はまた、須恵器やグスク土器が採集できるグスク時代の遺跡でもあ り、北谷城を中

心としてグスク時代の背景を考える貴重な地点でもある。

30。 大 道 原 A遺 跡 (字北谷大道原 983、 992番地)〈地図m。 27〉

キャンプ瑞慶覧の南東部は標高約 20mの 台地が広がるが、大道原にはその中でも標高 32。 3m

の石灰岩の丘陵がある。その丘陵の北側斜面に試掘調査の結果、表土下 80cmで厚さ約 130cmの暗

褐色土層がみられ、その層中にグスク土器が検出された。12ケ 所の内、4ケ所で包含層が確認さ

れ、その範囲が想定できた。しかし、遺跡の中心部は現隊舎の建設工事の際に削平されたと考え

られる。

31。 大 道 原 B遺跡 (字北谷大道原993番地)〈地図No。 27〉

大道原A遺跡の南東約 50mに 一段高くなった隊舎敷地がある。この南北に細長く延びる隊舎

の西側で包含層が確認された。10ケ 所の試掘区の内2ケ 所の区で表土下 0。 8～ lmで厚さ約 70cm

の暗褐色土層がみられ、その層の下半分に土器や木炭片が集中して検出される。周辺の地形や試

掘調査結果から包含層の範囲は確認された2ケ所の部分のみに限られ、他は攪乱や削平を受け消

滅したと考えられる。出土土器は lcmと 細片であるが、胎土の特徴から宇佐浜式土器の時期のも

のと判断された。
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第Ⅳ章 町内各区その他の文化財

上勢区の文化財

上 勢 頭 集 落 の カー の合 祀 所 (上勢頭 伊礼

東原 527番地)上勢区公民館の東側、上地流北谷

伊礼館東隣に位置する。ここは上勢区地域の土地

造成の際に造成地内のカーを一 ヶ所に合祀したも

のである。 しか し、現在、上勢頭としての祭祀は

おこなわれていない。 (図版 13)

ウ キ ン ジ ュガ ー‐ (上勢頭 御殿地原 502番地 )

県営桑江団地の西側の谷面に位置する。戦前は字

上勢頭の若水や産水に利用 し、戦後も一時期生活

用水として使用 した。 (図版 13)

下勢頭集落 の拝所及び カーヘのお通 し場

(上勢頭 伊礼東原610番地)B00K BOX北谷店

南側に位置する。正面の石碑には、基壇に「楽人

豊年」と陰刻され、碑には「南無諸大明神」と陰

刻されている。また石碑横は、カーヘのお通し場

である。 (図版 13)

砂辺区の文化財

伊 平 屋 ウ トゥー シ (砂辺 村内原 226番地 )

砂辺集落の北東外れに位置する。伝承では、「 こ

こは昔、神が豆 (大豆)な どの種子を持って降臨

した地」で、ここの神の性格については、「 シル

(汁)か らミー (身)なす神」 といわれている。

この拝所では現在、 1日 暦の 9月 15日 に伊平屋 ウ

トゥーシという祭祀がおこなわれている。この際

には、シル豆腐が供えられる。 (図版 6)

上勢頭集落のカーの合祀所

ウキンジュガー

下勢頭集落の拝所及びカーヘのお通し場
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砂 辺 ン マ ウ ィー‐ (砂辺 村内原 1番地)砂辺

集落の西側に位置する。戦前はこの一帯で馬ハラ

シ (競馬)や村芝居がおこなわれた。このンマウ

ィーの丘には、現在、西側に竜官が祀られ、北側

には、第二次世界大戦米軍上陸地モニュメントが

建てられている。 (図版 6)

地 頭 火 ヌ神 (砂辺 村内原 187番 地)砂辺集落

のほぼ中央部に位置する。伝承によると、この火

ヌ神は、かつて砂辺の地頭職にあった仲宗根親雲

上に由来すると伝えられている。

この火ヌ神へは、かつて管理者の砂辺家から毎

月の 1日 、15日 に拝みをおこなっていた。 しか

し現在では、字のヤクミ (世話役)を中心に旧暦

の 8月 頃に拝みをおこなっている。 (図版 6)

イ ンガ ー  (砂辺 村内原 161番地)砂辺集落中

央部、地頭火ヌ神南側に位置する。伝承によると、

このカーは、早魃の際に大が見つけたと伝えられ

ている。 (図版 6)

カーバタガー  (砂辺 村内原116-2番地)砂辺

集落西側、宮平昌信さん宅内に位置する。かつて

は、村人の飲料水や、1日暦の正月元旦の若水汲み

に利用された。(図版 6)

ウブ ガ ー (木一 ヤー ガ ー )(砂 辺 村内原

40番地)砂辺区公民館の北西側に位置する。 カ

ーの形態としては、石灰岩地域によくみられる陥

没 ドリーネ泉である。このカーは正月のハチウビ

ー (初水撫で)や産湯に使 う水を取るために利用

されたという。このカーの拝教は、 1日暦の正月 2

日のハチウガミ (初拝み)が津嘉山林堂門中によ

っておこなわれる。 (図版 6)

砂辺ンマウィー

地頭火ヌ神

インガー
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テ ィラ ガ マ  (砂辺 村内原 49番地)砂辺区公

民館の西側に位置する。伝承としては、中北山時

代に今帰仁按司の子千代松が難を逃れて過ごした

所であると伝えられている。この拝所へは、旧暦

の 9月 15日 に、テ ィラメーと称する拝みがおこ

なわれる。 (図版 10)

トゥーーテ ィー…クー‐ (砂辺 村内原)砂辺区公

民館の北東側に位置する。『北谷町史』 (第 三巻

上)に よれば、「 クラガーシルウム (白 いも)と

呼ばれる手は根所の先祖がはじめて唐からもって

きたという伝承があるので、野国総官と関係のあ

る トゥーティークーの神を祀らなければならぬと

いうことにな り、字砂辺戸主会として石碑を建立

することをきめた」 とある。 ここへは、 1日 暦の正

月 7日 に拝みがおこなわれる。また、供物は甘藷

と菜の花である。 (図版 6)

ウフシー‐ (砂辺 村内原147番地他)砂辺集落

東側に位置する。『北谷町海岸 0海域地名』によ

ると、「 クシムイは頂上の自っぼい石灰岩 (ウ フ

シー)が、夜航海する船からは、光った黄金に見

えたことから、タカラムイ、 クガニムイという地

名がつけられた」とある。ここへは、カミウシー

ミー (神 御清明)の 際に拝みがおこなわれる。

(図版 6)

ウガ ン (砂辺 加志原524番地)砂辺集落南東

側に位置する。この一帯は小さな杜になっており、

伝承によると、ここはとてもセジ高い杜であると

いわれている。この杜には、頂上部にある「砂辺

御嶽照神」という石碑のたった御堂をはじめ、大

小様々な拝所があり、村の神御清明の際にはそれ

ぞれ拝みがおこなわれる。 (図版 6)

ティラガマ

トゥーティークー

ウフシー
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ヌーール墓  (砂辺 加志原 526番地)砂辺集落南

東側、ウガンの東側に位置する。この墓は、かつ

てノロ職にあった神女を葬ってあるといわれてい

る。 (図版 6)

ヌーール 火 ヌネ申 (砂辺 村内原 147番地)砂辺集

落南東側、根所東隣に位置 し、 トゥンとも呼ばれ

る。この拝所は、『琉球國由来記』 (1713)に 記載

されている、砂辺之殿と思われる。『琉球國由来

記』によれば、 この殿では、変稲四祭 (ウ マチ

ー)の時、砂辺地頭が花米九合、五水 (泡盛)四

合、神酒一完を供え、砂辺の村人が手の神酒六完

を供え、平安山ノロが祭祀をおこなうとある。古

老の話によれば、戦前の五月ウマチーには、平安

山ノロがこの場所を訪れ、祭祀をおこなっていた

という。 しか し現在、この拝所での祭祀は途絶え

ている。 (図版 6)

御神 屋 (ウ カ ミヤー) (砂辺 村内原 124番

地)砂辺集落の南東側、クシムイのふもとに位置

する砂辺の根所、知念家の屋敷内にある。御神

屋の神棚に向かって、左にはムラデーカミ火ヌ

神 (村火の神)、 正面にカミウグヮンス (神御元

祖)、 右には千手観音画像が安置されている。こ

の御神屋では、 1日 暦の正月 2日 のハチウガミか

ら始まり、旧暦の 12月 24日 のフトゥチウガンま

で、ほとんどすべての行事の拝みがおこなわれて

いる。 (図版 6)

ニガン (砂辺 村内原124番地)砂辺の根所の

北隣に位置する。この拝所には、向かって左側に

火ヌ神が設けられ、その右側には香炉が二つ安置

されている。今のところ不明な点が多い拝所だが、

古老の話をまとめると、かつてニー ドゥクルの神

ヌール墓

ヌール火ヌ神

御神屋 (ウ カミヤー)
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仏へ供える供物の煮炊き専用のシム (台 所)であ

ったと推測される。 (図版 6)

シー シ ヤー (獅子 屋 )(砂 辺 村内原 95番

地)砂辺区公民館の道を隔てた東隣に位置する。

この建物は、旧暦の八月十五夜にニー ドゥクル

(根所)や ウマウィー (馬場)で演 じる獅子舞の

獅子をおさめてある御堂である。 (図版 6)

ヌールガー (タ キガー)(砂辺 加志原524

番地)砂辺集落の南西側、ウガンの南西のふもと

に位置する。このカーは、平安山ノロがウマチー

の際に、ここで手足を洗 ったとの伝承がある。

(図版 6)

東 門 毛 (ア ガ リジ ョー モ ー )(砂 辺 村内

原 106番 地)砂辺集落の南の外れに位置する。 こ

こは、カンカーの際に、供物として供えられる牛

を潰 した場所である。現在でも、カンカーの際に

は、 ビンシーと牛の内臓の料理を供えて拝みがお

こなわれる。 (図版 6)

砂 辺 ヌ前 屋 取 の合 祀 所 (浜川 千原210番地

他)かつての砂辺 ヌ前屋取の北側に位置する。正

面左側は三つのカー、まん中はビジュル、右側の

拝所は、いまのところ性格がよくわからない。古

老によれば、旧暦の 2月 のクシュクヮーシー (腰

休め)の際にここを拝んだという。 (図版 10)

浜川 ウガ ン (浜川 千原47番地)浜川交差点

西側に位置する、円錐カルスト状の丘陵である。

『北谷村誌』によれば、「部落の北の高地に、浜

川オガンと称する御嶽があるが、琉球国由来記の

各所祭祀の記録に浜川村、島森ヨリアゲノ嶽とあ

シーシヤー (獅子屋)

砂辺ヌ前屋取の合祀所
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るのが此のオガンのことと察せ られ」 とある。

『琉球國由来記』によれば、浜川ウガンは、「島

森 ヨリアゲノ嶽」、「神名イシノ御イベ」と記され

ている。ここへは、ニングヮチャーと神御清明の

際に拝みがおこなわれる。 (図 版 11)

アーーマ ンチ ュー‐ (浜川 千原 117番地)浜川

小学校北東側に位置する洞穴である。かつては、

奥の方に人骨が散在 していたという。ここへは、

村の神御清明や、ニングヮチャーの際に、拝みが

おこなわれる。 (図 版 10)

喜 友 名 小 屋 取 の合 祀 所 (浜川 千原 84番地 )

県営砂辺団地の西側に位置する。この合祀所には、

向かって右側から、ゆ しみぬ神・ ゆがふの神・ う

ぶ井戸が祀ってある。左側にある二つの香炉につ

いては、今のところ不明である。 (図 版 10)

子L連廟  (浜川 千原83番地)県営砂辺団地の西

側、喜友名小屋取の合祀所南隣に位置する洞穴で

ある。石碑の字は、孔連廟と陰刻されているが、

村の人は「コーシビョウ」と呼んでいる。伝承に

よると、「浜川集落の創始者は、中国から渡来し、

最初このガマ (洞穴)で暮らし、その後、このガ

マで亡くなった。」という。この孔連廟へは、神

御清明の際に拝みがおこなわれる。 (図版 10)

平 安 山 集 落 の 合 祀 所 (浜川 先原 82番地 )

孔連廟の南隣に位置する。ここには、三つの拝所

が合祀されているので、拝所に向かって右側から

紹介したい。

「白露之神」 とあるのは、平安山ウガンの神で

あるといい、現在でもこの合祀所で、白露の拝み

がおこなわれている。

アーマンチ ュー

■■

喜友名小屋取の合祀所

孔連廟
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「殿之神」は、平安山の殿のことである。戦前までは、旧暦の 2月 のクスッキー (ク シユクイのこと)や、

旧暦の 2月 、 3月 、 5月 、 6月 のウマチーが殿でおこなわれたという。 しか し、現在では、 ヌンドゥンチの

方々によって拝みがおこなわれているのみである。

「宇地川の神」は、平安山のウーチヌカーのことである。伝承によれば、このカーは、雨乞い祈願をおこ

なう所であったとい う。戦前までは、 1日 暦の 2月 のニングヮチャー、旧暦の 3月 、 5月 、 6月 のウマチーが

おこなわれていた。 しか し、現在ではニングヮチャーは神御清明の際にまとめておこない、 1日暦の 2月 、 5

月、 6月 の三ウマチーは、浜川の根屋からお通 し拝みでおこなっている。また現在、 3月 ウマチーはおこな

われていない模様である。 (図版 10)

宮城区の文化財

殿  (ト ゥン) (浜 川 千原 45番地)浜川ウガ

ンの南側にある駐車場の南隣に位置 し、現在では、

「殿の神」と陰刻された石碑がある。この殿は、

『琉球國由来記』にある、「浜川之殿」 と推測さ

れる。これによると、この殿では、麦稲四祭 (ウ

マチー)の際に、浜川の地頭が花米九合完、五水

(御酒)八合完、神酒一完を供え、浜川の村人が

神酒三完を供え、平安山ノロが祭祀をおこなうと

ある。 (図版 11)

殿 (ト ゥン)

竜 宮 神 (浜川 千原 45番地)浜川之殿の西隣に

位置 している。伝承によると、この竜宮神は、ア

ラファヌシーヘのウ トゥーシ (遥拝所)だ という。

かつては、旧暦の 3月 3日 の竜宮神への祈願の際

に、海産物を詰めたウジュー (重箱)を供えて拝

みがおこなわれていた。 しか し、現在では、神御

清明の際におこなわれている。 (図版 11)

竜宮神

御 神 屋 (浜 川 80-1番 地)浜川の根所である、

照屋家屋敷内、東側に位置する。この御神屋も、

砂辺の御神屋と同じ性格をもつものであると推測

される。 しかし、香炉に関する詳 しい性格は、い

まのところ不明である。 (図版 11)
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浜 川 集 落 の カー の 合 祀 所
′

(浜川 3-1番地 )

国道 58号、浜川交差点南西側に位置する。戦前

の浜川集落には、メーガー、 クシヌカー、イリヌ

カー、イ リクシヌカーと四つの村共同のカーがあ

った。 しか し、現在は、国道 58号 の拡張などで

メーガーのみ残った。そのため、このメーガーに

残 りの三つを合祀 している。かつては旧暦の正月

3日 にハチウビーという拝みがおこなわれていた

が、現在では旧暦の 2月 のニングヮチャーに拝み

がおこなわれている。 (図版 11)

米軍嘉手納飛行場内の文化財

シーーグ ヮーー (上勢頭 平安山上勢頭原273番地)

かつての上勢頭集落の事務所北側、現在、米軍嘉

手納飛行場内のソフトボール場南西側に位置する。

この拝所は、地番の神といわれ、ニングヮチャー

(旧暦の 2月 2日 )と 旧暦の 9月 9日 のシーグヮ

ーウガンが例祭であったという。現在では、 1日暦

の 9月 9日 に拝みがおこなわれる。 (図 版 8)

ニ シ ガ ー  (上勢頭 平安山上油原 440番地)上

勢頭与那覇組、かつての屋号大与那覇の南西側に

位置する。かつて与那覇組では、ここから若水を

汲んだという。 (図 版 9)

シーードゥヌシー‐ (下勢頭 浜川上勢頭原)上

勢頭と下勢頭との境界付近に位置し、三つの高ま

りからなる丘陵であった。この三つの高まりは、

西南西側から東北東側にかけてイリヌシー、ナカ

ヌシー、ヒラカージーと呼ばれ、この三つの総称

がシードゥヌシーであった。『上勢頭誌』中巻によ

れば、「この内、南西側のヒラカージーでは、本土

や外国へ旅立つ人の安全を祈願した」とある。し

浜川集落のカーの合祀所

ン~グ ワ~

ニシガー
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かし、戦後米軍によってこのシーは削平され現在

は、イリヌシーの一部のみ残っている。 (図版 8)

フ ェ…一ヌ カーー (下勢頭 平安山伊森原 1011番

地)かつての下勢頭集落の南側外れに位置する。

下勢頭には、もう一つ、このカーと同じ形状の

ニシヌカーがあった。 しかし、現在は確認できな

い。このカーは、谷の底面を掘って作った、いわ

ゆる堀ぬき井戸である。井戸前面は、敷石があ り、

井戸正面から背面にかけては、切 り石積みで半球

形の高まりをなしている。また、井戸前面左側に

は、切 り石があ り、井戸前面右側には、切 り石 2

個でできた角柱が設置されている。全体的にみて、

非常に特徴のある形である。 (図版 12)

力…―シヌシーー (砂辺 加志原 572番地他)砂辺

集落東側、クシムイの東側に位置する、円錐カル

スト状の丘陵である。伝承によると、「昔、砂辺

村のグンナン (屋号)の、アカルチ、クルルチと

いうたいへん力持ちの兄弟が、砂辺村東側のシー

(岩山)か らの障りを防ごうと、小山ほどの岩を

このカーシヌシーに設置した」という。 (図版 7)

ウカマジー… (浜川 東久間作原252番地他)か

つての喜友名小屋取南東側に位置する、円錐カル

ス ト状の丘陵。第二次大戦中には、日本軍によっ

て、高射砲陣地が築かれた。現在でもその跡は残

っている。 (図版 7)

グ シ ク ンニ ー‐ (浜川 千原 271番地)国道 58

号、航空隊入ロバス停東側に位置する、円錐カル

ス ト状の丘陵。『上勢頭誌』中巻によれば、「 この

シーには、敵の飛行機や船を監視する、「21番嘉

手納監視所」が昭和の始めに設置された。現在で

フェーヌカー (正面 )

フェーヌカー (横面)

カーシヌシー
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も、コンクリー ト製の建物跡が見られる。」 とあ

る。 (図版 11)

ウガ ン ヌ シー (平安 山 ウ ガ ン)(伊 平 赤

道原 815番地)かつての平安山の上屋取の南側、

グシクンニーの北東側に位置する。 このシーは、

『北谷村誌』には、「平安山オガン」 とあ り、ま

た、ここが「オヤギヤクイ君ガ嶽」ではなかろう

かとある。『琉球國由来記』によれば、「オヤギヤ

クイ君ガ嶽」は「神名イシノ御イベ」とある。戦

前までは、ここで白露の拝みが、おこなわれてい

たという。 しか し、戦後この地域は米軍嘉手納飛

行場として接収されたため、現在宮城区のほ うに

合祀所を設けてある。 (図版 11)

桑江区の文化財

桑 江 山 田原 の 印部 石 (桑 江 上樋川原)印部

石とは、シルビーともいわれ、現在の図根点にあ

たる。 この山田原の印部石は、元文二年 (1737)

から寛延三年 (1750)に かけておこなわれた元文

検地において作成された『桑江村竿入帳』をもと

にして、浦添市教育委員会の安里進氏と宜野湾市

文化財審議委員の米田善治氏によって確認 0発見

したものである。今のところ完全な形で、竿入帳

の記述とともに確認できるのは、県内でもめずら

しい。 (図版 16)

ミヤ マ シ 1京之 殿  (桑江 後兼久原)『琉球國由

来記』によると、 ミヤマシ原之殿では、 1日暦の 2

月、 3月 のウマチーの際に、芋の神酒一完、旧暦

の 5月 、 6月 のウマチーの際に、米の神酒一完を

桑江の村人が供えて、平安山ノロが祭祀をおこな

うとあるが、現在その場所付近には ミヤマシ火ヌ

澤躍総'`

グシクンニー

ウガンヌシー (平安山ウガン)

桑江山田原の印部石
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神という拝所がある。 (図版 16)

栄口区の文化財

平 安 山 ノ ロ殿 内  (吉原 723番地)栄 口中央通

り西側、沖縄職業能力開発促進センター第一職員

宿舎西隣の島袋克章さん宅屋敷内東側にある。 ノ

ロ殿内に入ると、正面の神棚に香炉が三つ、その

左側に平安山ノロ火ヌ神が安置されている。ここ

では、 1日暦の正月 3日 のハチウガ ミ、 1日暦の 9月

の白露の拝みなどが、郷友会やノロ殿内の家族員

らによっておこなわれている。 (図版 17)

謝苅区の文化財

卜・―バ ル ガ‐― (吉原 西上原 405番地)栄 口中

央通 りの入口南側、謝苅一区バス停留所北東側に

位置する。『井泉 0水の信仰』 (比嘉聡氏)に よれ

ば、「 この井泉は、崎門間中が生活用水として、

水道が普及するまで使用され、若水や産水が汲ま

れた。」とある。 (図版 20)

樹 昌院  (吉原 西上原360-8番地)沖縄職業能

力開発促進センター南側に位置する。『北谷町史』

によると、かつて樹昌院は、玉代勢村の外れにあ

った。そして、明治23年 には、法灯も絶えてい

て、無住の寺であったのを岱嶺 (た いれい)和 尚

が再建したとある。また、同じく町史によると、

「沖縄戦後また無住の状態が続いていたが、1976

年に字吉原に再建され、喜瀬守禅師が正住職とな

り、今日におよんでいる。現樹昌院の本尊は釈迦

座像 (木像)である。右脇士が達磨大師 (木像)、

左脇士が地蔵菩薩 (木像)」 とある。 (図版 20)

トーバルガー

樹昌院
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謝 苅 マー チ ュー の ビ ジ ュル (吉原 謝苅原

72番地)北谷町立第二保育所の南隣に位置する。

『北谷町史』によると、「昭和 13年に山内のビジ

ュルから、 ビジュルを勧請 した。」 とある。同 じ

く町史を参考にすると、「祭日は、 1日 暦の 2月 2

日 08月 15日 09月 9日 012月 24日 である。」と

ある。 (図版 19)

ア ガ リヌ カーー (吉原 謝苅原 126番地)北谷

町役場東側、真栄城兼徳さん宅南隣に位置する。

このカーは、アガリヌカーとも呼ばれ、謝苅屋取

の人々が使用 したカーであった。前述の比嘉氏の

卒業論文によれば、「八月十五夜に、郷友会役員に

よって拝みがおこなわれる。」とある。 (図版 20)

北玉区の文化財

村 神 屋 (ム ラ カ ミヤー )(吉 原 1046番地 )

かつては桑江集落の中心部、現在は沖銀謝苅支店

近 くの、大城兼一さん宅内に設けてある。神棚は

三つに区分され、向かって右側より、千手観音の

画像、中央には、神格化された遠祖を祀る香炉が

八つおかれ、左側には大川按司、与那城王子、古

波蔵親方の香炉が三つ安置されている。ここでの

拝みは、旧暦の正月一 日の初拝みを皮切 りに、年

中行事ごとの拝みが、 1日字桑江郷友会の役員らに

よっておこなわれている。 (図 版 19)

クランモー とその付近の文化財

(宮城区)

け らま じ一 拝 所 (伊平 伊礼前原 36-4番地 )

県営美浜団地の北東側の埋立地に位置する。かつ

ては、この近 くの海岸線にあった岩であったが埋

アガリヌカー

村神屋 (ム ラカミヤー)

-48 -

けらまじ一拝所

騨
一一一一一一一■

吻

:|:ミ
:11

珀ヽヽヽ゛ヽitllllllllt

iヾミlミ1濾i



立地造成の関係でこの場所に移動 させ設けた。

『北谷町海岸・海域地名』によると、「戦前は陰暦

3月 3日 、キラマジーの手前でゲーン (すすき)

を結わえて輪をくぐってから、キラマジーを拝 し、

その後 クランモー (蔵森)の北数十米のところに

あった トゥンに移動 した。」 とある。 1992年 まで

は、皇紀 2641(西 暦 1981)年旧 5月 吉 日酉年 と

陰刻 された祠が建立 されていたが、1993年 吉 日

には、新たに、コンクリー ト造 りの祠が設けられ

ている。 (図版 15)

伊 礼 集 落 の カー の合 祀 所 (伊平 伊礼原 224

番地)国道 58号東側、仲村文清さん宅南隣の蔵

森 (ク ランモー)に位置する。ここには、後の井

戸、蔵森南井戸、上間兼久井戸の四つが合祀され

ている。『蔵森 0獅子舞い復活記念誌』によると、

「昭和 57年 に蔵森が返還 され、 この蔵森整備工

事の際にクランモーのウブガーが確認された。そ

こで、このカーに、姿を消した 4つのカーを合祀

した。」 とある。 これらのカーには、 1日 暦の 2月

におこなわれるニンガチャー等の際に拝みがおこ

なわれる。 (図版 15)

伊 礼 の殿 (伊平 伊礼原 224番地)かつては、

伊礼集落北側に位置 していたが、現在は蔵森に設

けてある。『琉球國由来記』によると、 この殿で

は四ウマチーの際に、花米九合完、五水 (御酒 )

四合を伊礼大屋子が供え、神酒二完を伊礼の村人

が供え、平安山ノロが祭祀をおこな うとある。

(図版 15)

字 火 ヌ神 と土 帝 君 (伊平 伊礼原 224番地 )

蔵森内にあるカーの合祀所横に位置する。現在の

ところ、性格等は不明である。 (図版 15)

伊礼集落のカーの合祀所

伊礼の殿
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字 伊 薩 祖 霊 の 墓 (伊平 伊礼原 224番地)蔵

森内に位置する。戦前のこの墓は、自然の岩穴を

そのまま利用 したもので、中には人骨が散在 して

いたという。その後、米軍の土地接収で、移動を

余儀なくされた人々は、散在する遺骨を謝苅に設

けた仮墓に安置 した。そ して、昭和 59年 に元の

場所に遺骨を移 し安置 したという。 (図版 15)

シー シヤー (獅子 小 屋 )(伊 平 伊礼原 224

番地)昭和 59年 に蔵森に、獅子 とともに再建 さ

れた。戦後、伊礼の獅子舞いは途絶えていたが、

昭和 60年 には復活 し、毎年旧暦の八月十五夜に

は、蔵森にて演 じられる。 (図 版 15)

宇地原区の文化財

ホ ー ス ガ ー  (吉原 東宇地原 1108番地)国道

58号 、謝苅交差点東側の谷間に位置する、たい

へん水量の豊富なカーである。このカーは戦後 し

ばらくの間、簡易水道の水源として使用されてい

た。 (図 版 19)

竜  宮  北谷公園入日付近の交差点北東側に位

置する。かつてここでは、 1日暦の正月のハチウガ

ミやフ トゥチウガン、また、旧暦の 5月 のハーリ

ーの際には、糸満出身の方が拝んだといわれてい

る。現在では、 1日 暦の 5月 に、竜宮神拝みがおこ

なわれている。 (図 版 18)

ビジ ュル  北谷町立第四保育所の西隣に位置

する。かつての桑江ヌ前のビジュルといわれてい

るが、いまのところ拝所の性格は不明。(図版 23)

字伊祀祖霊の墓

ホースガー

竜宮
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米軍キャンプ桑江内の文化財

諸大明神 （桑江小堀原279番地）北谷高校西

側ふもとに位置する。 この祠は、1985年 3月に

移転奉納とあり 、祠内の石碑には、「諸大明神」

と陰刻されている。この拝所に関する性格等は不

明である。（図版 16)

旧字桑江御願所 （桑江小堀原279番地）北

谷高校西側、諸大明神の祠の東隣に位置する。 こ

こは、通称ナルカーと呼ばれている。ここには、

10ヶ所の拝所が合祀されているので、拝所に向か

って右側から紹介したい。（図版 16)

「ニーヌフ ァ」

かつての桑江集落の西側、 現在の旧字桑江御願

所に位置していた。伝承によれば、ここには、竹

山御嶽の神を遷座してあるといわれる。今でも、

旧桑江郷友会のヤクミ （世話係）数名によって、

村の安泰や村人の健康祈願がおこなわれている。

「竹山御嶽」

諸大明神

旧字桑江御願所

桑江公園付近に位置していたガマである。伝承によれは、ここ は谷茶按司に攻められた、北谷グスクの大

川按司が逃げ延びた所で、それに由縁する御嶽であると いう。

「土帝君・ト ン」

かつての桑江集落の南東側に位置していた。『琉球図由来記』によれば、 トンでは、四ウ マチーの際に、

花米九合完、五水（御酒）六合、神酒ー完、シロ マシー器を桑江地頭が用意し、神酒二半完を桑江の村人が

用意し、平安山ノロが祭祀をおこなう とある。土帝君では、戦前まで二ノ`グヮチ ャーの際に、シン ムイ （肴

を盛ったもの）を供えて、豊作の祈願がおこなわれたとい う。しか し、現在では旧字桑江郷友会の役員数名

による拝みがおこなわれているのみである。

「カンカ神」

かつての桑江集落西側に位置していた。この神は、旧暦の 12月 7日におこなわれる、カンカーに関係す

ると いわれる。かつて、この行事では、豚を屠殺解体し、村の入り口等にヒシャイ ナー（左縄）に解体した

部位を挟み吊り下げ、悪霊等の侵入を阻止した。 現在では、この行事は省略され、郷友会数名による拝みが

おこなわれているのみである。
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「豊年神 0サ ーターモー」

かつての桑江集落の南側に位置 していた。ここには、サーターヤーがあ り、それで村の人々は、ここをサ

ーターヤーモーと呼んでいた。

ここには、豊年神 0遊神が祀られ、旧暦の 8月 15日 には、「十五夜遊び」と称 し、豊作を感謝する唄や踊

りが奉納されたとい う。

「遊神」

「豊年神 0サ ーターモー」を参照。

「 びじゅる」

かつての北谷 トンネル (現在の国道 58号 、謝苅交差点南側)の北西隣に位置 していた。『北谷町史』によ

ると、「このビジュルは、普天間権現とクサイ (特 別な関係)と いわれていた」 とある。現在おこなわれて

いる拝みについては、不明である。

「産川」 (ン ブガー)

かつての桑江集落の南東側、 トンの南側に位置 していた。かつては、このカーからウブミジ (産 水)を汲

んだという。

「大荒神川」・「村人の神」

現在のところ、戦前の場所等については不明。

北前区の文化財

塩 川 (ス ー ガ ー )(大 村 塩川原 380番地 )

国道 58号、北谷交差点北東側、北谷 グスクふ も

とに位置する。このカーは、グスクグサイニーガ

ーとも呼ばれ、戦前までは、字北谷の人々が、正

月の若水を汲んだという。現在では、 1日 暦の正月

3日 のハチウビーと、 1日 暦の 8月 11日 のカーウ

ビーの際に拝みがおこなわれる。 (図版 24)

塩川 (ス ーガー)

マ タ ジ  (北谷 西表原 388番地)かつての北谷

集落西側外れ。現在、北谷ノロ殿内北側の川の河

日、北側に位置する。伝承によれば、北谷ノロは、

かつてここにあった、マタジウカーで斎戒沐浴 し、

祭祀に臨んだという。現在では、 1日 暦の 5月 4日

に竜宮拝みがおこなわれる。 (図版 23)
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北 谷 ノ ロ殿 内  (北谷 2丁 目19-2番地)北谷

町の、 1日
ハンビー飛行場跡地の造成地、末吉清信

さん宅母屋西隣に接 して位置する。ここには、正

面の神棚に向かって左側にノロ火の神がある。中

央の神棚は二つに区切られていて、中央左側は、

左から、今ヌール、中ヌール、先 ヌールを祀って

いる。中央右側は、左から、 クニデー、ウサチカ

ニマンを祀っている。神棚右側は、カンティンオ

ー (関帝王)の掛け軸を祀っている。現在、ノロ

殿内でおこなわれる旧字北谷の年間行事は、 1日暦

の 5月 14日 06月 14日 のウタカビ、 1日暦の 5月

15日・ 6月 15日 のウマチー、 1日 暦の 7月 17日 の

17日 遊びである。 (図版 23)

ア ラ フ ァヌ シー‐ (北前 安良波原 132-2番地

他)ハ ンビータウン西側海岸に位置する岩礁。

『北谷町海岸・ 海域地名』によれば、「東側 (海

岸側)よ り、アラファヌシー、アラファナカヌシ

ー (海 中にある)、 シーグヮー、ハシ 0シ ーグヮ

ー、がある。」とある。 しかし、同じく同書によれ

ば、「他の説では全体がアラファ0ヌ・ シーで、

手前からメーヌシー、ナカヌシー、シーグヮー、

ハシヌシーグワーともある。」 とい う。『北谷町

史』によれば、 1日暦の 5月 4日 にハーリーがおこ

なわれ、その際には、豊漁と航海安全を祈願 した

という。 (図 版 26)

北谷グスク (米軍キャンプ瑞慶

覧)内の文化財

東 り御嶽 (大村 城原369番地)かつては伝道

集落北東側。戦後は、長老山に他の拝所とともに

合祀されていたが、1993年 に、北谷グスク三の

郭南西側に再建した。伝承によれば、この東 り御

北谷ノロ殿内

アラファヌシー
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嶽横には山原 クボー御嶽 (今帰仁村字今泊)への

お通 し場もあったという。現在は、 1日暦の 5月 と

6月 のウマチーの際に拝みがおこなわれる。 (図

版 24)

殿  (ト ゥン) (大村 城原369番地)戦後、長

老山に他の拝所とともに合祀されていたが、1993

年に、北谷グスク三の郭南西側に再建された。こ

の拝所は『琉球國由来記』に記載されている「北

谷城内之殿」と推測される。この由来記によれば、

ここでは、旧暦の 5月 、 6月 のウマチーの際に、

・ 惣地頭 と按司がそれぞれ、花米九合完、五水

(御酒)八合完、神酒一完を供える。

0玉代勢の地頭が花米九合完、五水 (御酒)四合

完、神酒一完を供える。

0伝道大屋子 0津嘉山大屋子・ 吉味大屋子が花米

九合完、五水 (御酒)六合完を供える。

・ 玉代勢の村人が、シロマシー器、神酒壱完を供

える。

・北谷の村人が、神酒三完を供える。

この際には、北谷ノロが祭祀をおこなうとある。

現在では、市販のにごり酒等を供え、旧暦の 5

月、 6月 のウマチーの際に拝みがおこなわれ

る。 (図 版 24)

西御嶽・ 十三香値 (大村 城原 383-1番 地)

戦後長老山に合祀されていたが、1993年 に、北

谷グスク西端丘陵部分に再建された。この拝所は、

『北谷町海岸・海域地名』によると、「琉球國由

来記に記載されている、城内安室崎之御嶽と推測

される」とある。また、由来記によると、この拝

所は「神名、イシラゴノ御イベ」とある。また、

この拝所は13個の香炉に因み、13神 ともいう。

伝承によれば、この拝所は、12支 とそれを一つに

殿 (ト ゥン)
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結ぶ火ヌ神であるという。この拝所は、男子禁制

であ り、立ち入 りはゆるされなかったが、北谷三

箇の大綱引きのメーウガミの際には、立ち入 りが

ゆるされたという。現在では、 1日暦の 5月 、 6月

のウマチーの際に拝みがおこなわれる。 (図版 24)

グ ス ク火 ヌ神  (大村 城原 383-1番 地)北谷

グスク西端の丘陵地、西御嶽南側ふもとに位置す

る。伝承によると、西御嶽に入る際には、まずこ

こを拝んだという。 (図版 24)

米軍キャンプ瑞慶覧内の文化財

伝 道 集 落 の合 祀 所 (大村 玉代勢原 14番地 )

長老山に位置する。 ここには、かつての伝道集落

の拝所及びカーを合祀 している。ここには三つの

拝所がある。そこで、拝所に向かって右側から紹

介したい。 (図版 24)

「 山洞拝所・御風水神」

かつての伝道集落の中央部に位置 していた、洞

穴をさす。 この洞穴には、黒い石を使用 して作ら

れた、厨子甕が 4基安置されていたという。

ここへは、 1日暦の 2月 のニングヮチャーの際に、

拝みがおこなわれる。

「ホ寸り||」

グスク火ヌ神

伝道集落の合祀所

かつての伝道集落のヤマガマーの南側に位置 していた。

「 チン川」

場所は不明。

「女井」

かつては、伝道集落西側に所在 し、現在は、字北谷カーの合祀所に祀ってある。伝承によると、このカー

は、北谷グスクのウナジャラ (王妃)の洗髪や水浴に使用 したカーだった、という。

最後に、ここのカーの合祀所に関 しては、北谷ノロ殿内の家族員によって、 1日暦の正月 3日 のハチウビー

と、旧暦の 8月 11日 のカーウビーに拝みがおこなわれる。また、伝道集落のウフヤ門中からも、 1日 暦の正

月 3日 のハチウビーと、 1日暦の 2月 のニングヮチャーに拝みがおこなわれる。
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長 老 山 (大村 玉代勢原 14番地)米軍キャンプ

瑞慶覧内に位置する。『北谷村誌』によれば、こ

こは、「沖縄にはじめて臨済宗妙心寺派を伝えた、

北谷長老 (南陽紹弘禅師)をはじめとして樹昌院

歴代の住職を葬った墓所」だという。ここでは、

旧暦の 9月 15日 に、長老祭 とい う行事がおこな

われる。 (図版 24)

玉 代 勢 集 落 の 合 祀 所 (大村 玉代勢原 14番

地)長老山に位置する。ここには、かつての玉代

勢集落の拝所及びカーを合祀 している。ここにも、

三つの拝所が合祀されている。拝所に向かって右

側から紹介したい。 (図版 24)

「新根毛 0土帝君」

かつての玉代勢集落南西側、長老山東側のアラ

ンモーに祀られていた。『北谷町史』によると、

「 ここでは、 1日暦の 9月 9日 のクングヮチクニチ

には トゥーティークー拝みをおこなった。」 とあ

る。また、旧暦の 10月 のタントゥイ (種 子取 )

の日には、村中の子どもたちが、アランモーに集

まり持参 したおにぎりを食し健康を願ったという。

「樋川」

かつての玉代勢集落中央部、アランモーの北側

に位置する。伝承によると、このタメーシヒージ

ャー (玉代勢樋川)は、玉代勢の村立ての際に、

神々が使用 したカーといい、そのためこのヒージ

ャーは神ガーラだという。また、玉代勢集落は、

このヒージャーを境にして、東側をイーンダカリ、

西側をシチャンダカリと呼んでいた。

「 チブ川」

かつての玉代勢集落東側、現在キャンプ瑞慶覧

軍の消防署南側の谷地に位置する。このカーはン

ブガーともいわれ、産湯や水撫での水を汲むカー

であったという。現在でもカーの形跡は残ってい

長老山

玉代勢集落の合祀所
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るが、ここに合祀 してある。

最後に、ここのカーの合祀所に関 しては、北谷

ノロ殿内の家族員によって、 1日暦の正月 3日 と 8

月 11日 にカーウビーと称 して、それぞれ拝みが

おこなわれる。

字 北 谷 カー の 合 祀 所 (大村 玉代勢原 14番

地)長老山内に位置する。ここは、かつての北谷

集落にあったカーを合祀 したものである。ここも、

拝所に向かって右側から紹介したい。 (図版 24)

「 カンタヌ井」

戦前の字北谷東側の東表原に位置 していた。

伝承によると、このカーは、北谷の始祖 (ハ ダ

カ世)が使用 していたという。

「 ウスク井」

かつての北谷集落のメーヌハルに位置 した。伝

承によると、北谷集落の創始者達が最初に使った

カーだといわれる。また、このカーの前の田圃が、

ウスクガーだという伝承もある。

「 スミムン井」

かつての北谷集落の根所近 くに位置 した。伝承

によると、このカーは、村の女性神役や、根所の

家人が糸の泥染めに使用 したことにちなんでいる

といわれる。

「女井」

(玉代勢、女井を参照 )

「根神井」

かつてのメーグスク (北谷 グスク南側のふ も

と)の屋号、大城安里と前城津嘉山との境界付近

(西側)に位置 していた。伝承によると、このカ

ーは、北谷ノロをは じめ村の女性神役達の斎戒沐

浴の際に使用されたという。

最後に、ここのカーの合祀所へ関 しては、現在

でも旧暦の正月 3日 のハチウビーと旧暦の 8月 11

字北谷カーの合祀所
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日のカーウビーの際には、北谷ノロ殿内の家族員

によって拝みがおこなわれる。

前 城 島・ 御 風 水 神 (大村 玉代勢原 14番地 )

現在、字北谷カーの合祀所西隣に位置する。いま

のところ、性格等については不明。 (図版 24)

∃ シ ノ嶽   『琉球國由来記』によれば、この

嶽は北谷村 (字北谷)に あ り、「 3月 と 8月 に四

度御物参という祭祀がおこなわれる」 とある。現

在、城内安室崎之御嶽は、西御嶽・ 十三香櫨であ

ると思われるので、 ヨシノ嶽は東 り御嶽 と思わ

れる。

前城島・御風水神
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手続 きを必要 とする場合 提 出 書 類 提出期限 提 出 先 部  数

遺跡を発見 した とき 遺跡発見届 遅滞な く 文化庁長官

埋蔵文化財の調査のための発

掘するとき
埋蔵文化財発掘届 30日 以前

土木工事により埋蔵文化財を

発掘するとき
60日 以前 〃

遺物を発見 したとき 埋蔵文化財発見届 7日 以内 所轄警察署

遺物を保管するとき 埋蔵文化財保管証 速やかに 県教育委員会 各 2部

現物の譲与をうけようとする

とき

埋蔵文化財現物譲与願

文化庁長官
埋蔵文化財の一括保存

についての了解

譲与された遺物の保管場所を

変更するとき
保管場所変更届 速やかに 〃

譲与された遺物が滅失破損 し

たとき

埋蔵文化財滅失 (破損 )

届

″ 〃

発掘調査が終了したとき 発掘調査報告書 6ヶ 月以内
国会図書館・文化

庁 0県教育委員会
10

埋蔵文化財に関する提出関係書類一覧表
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第 4章 埋蔵文化財

章名…追加 〔昭和29年 5月 法律131号 〕

(調査のための発掘に関する届出、指示及び

命令)

第57条 土地に埋蔵されている文化財 (以下

「埋蔵文化財」 という。)について、その

調査のため土地を発掘 しようとする者は、

文部省令の定める事項を記載 した書面をも

って、発掘に着手 しようとする日の30日

前までに文化庁長官に届け出なければなら

ない。ただし、文部省令の定める場合は、

この限 りでない。

2 埋蔵文化財の保護上特に必要があると認

めるときは、文化庁長官は、前項の届出に

係る発掘に関 し必要な事項及び報告書の提

出を指示 し、又はその発掘の禁止、停止若

しくは中止を命ずることができる。

l項…全部改正、 2項…一部改正 〔昭和29年

5月 法律 131号 〕、 102項…一部改正 〔昭和

43年 6月 法律99号〕、見出・ 1・ 2項…一部

改正 〔昭和50年 7月 法律49号〕

註 1項の「文部省令」=埋蔵文化財の発掘

又は遺跡の発見の届出等に関する規則 1

条 03条

(土木工事等のための発掘に関する届出及び

指示 )

第57条の 2 土木工事その他埋蔵文化財の調

査以外の目的で、貝塚、古墳その他埋蔵文

化財を包蔵する土地として周知されている

土地 (以下「周知の埋蔵文化財包蔵地」と

いう。)を発掘 しようとする場合には、前

条第 1項 の規定を準用する。この場合にお

いて、同項中「30日 前」 とあるのは、「60

日前」と読み替えるものとする。

2 埋蔵文化財の保護上特に必要があると認

めるときは、文化庁長官は、前項で準用す

る前条第 1項の届出に係る発掘に関し必要

な事項を指示することができる。

本条…追加 〔昭和29年 5月 法律 131号〕、 2

項…一部改正 〔昭和43年 6月 法律99号〕、見

出…追加、 1項…一部改正 〔昭和50年 7月 法

律49号〕

註 1項 で準用する57条 1項の「文部省令」

=埋蔵文化財の発掘又は遺跡の発見の届

出等に関する規則2条・ 3条

(国 の機関等が行 う発掘に関する特例)

第57条の 3 国の機関、地方公共団体又は国

若 しくは地方公共団体の設立に係る法人で

政令の定めるもの (以下 この条及び第 57

条の 6〔国の機関等の遺跡の発見に関する

特例〕において「国の機関等」 と総称す

る。)が、前条 1項に規定する目的で周知

の埋蔵文化財包蔵地を発掘 しようとする場

合においては、同条の規定を適用 しないも

のとし、当該国の機関等は、当該発掘に係

る事業計画の策定に当たって、あらか じ

め、文化庁長官にその旨を通知 しなければ

ならない。

2 文化庁長官は、前項の通知を受けた場合

において、埋蔵文化財の保護上特に必要が

あると認めるときは、当該国の機関等に対

し、当該事業計画の策定及びその実施につ

いて協議を求めるべき旨の通知をすること

ができる。

3 前項の通知を受けた国の機関等は、当該

事業計画の策定及びその実施について、文

化庁長官に協議 しなければならない。

4 文化庁長官は、前 2項の場合を除き、第
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1項の通知があった場合において、当該通

知に係る事業計画の実施に関 し、埋蔵文

化財の保護上必要な勧告をすることがで

きる。

5 前 4項の場合において、当該国の機関等

が各省各庁の長 (国有財産法 (昭和 23年

法律第 73号 )第 4条第 2項 〔国有財産の

所管換の意義〕に規定する各省各庁の長を

い う。以下同 じ。)であるときは、これら

の規定に規定する通知、協議又は勧告は、

文部大臣を通 じて行 うものとする。

本条…追加 〔昭和50年 7月 法律49号〕

註 1項の「政令」=本法施行令 1条

(埋蔵文化財包蔵地の周知 )

第57条の 4 国及び地方公共団体は、周知の

埋蔵文化財包蔵地について、資料の整備そ

の他その周知の徹底を図るために必要な措

置の実施に努めなければならない。

2 国は、地方公共団体が行 う前項の措置に

関 し、指導、助言その他の必要と認められ

る援助をすることができる。

本条…追加 〔昭和50年 7月 法律49号〕

(遺跡の発見に関する届け出、停止命令等)

第57条の 5 土地の所有者又は占有者が出土

品の出土等により貝塚、住居跡、古墳その

他遺跡 と認められるものを発見 したとき

は、第 57条第 1項 〔調査のための発掘に

関する届出〕の規定による調査に当たって

発見 した場合を除き、その現状を変更する

ことなく、遅滞なく、文部省令の定める事

項を記載 した書面をもって、その旨を文化

庁長官に届け出なければならない。ただ

し、非常災害のために必要な応急措置を執

る場合は、その限度において、その現状を

変更することを妨げない。

2 文化庁長官は、前項の届出があった場合

において、当該届出に係る遺跡が重要なも

のであ り、かつ、その保護のため調査を行

う必要があると認めるときは、その土地の

所有者又は占有者に対 し、期間及び区域を

定めて、その現状を変更することとなるよ

うな行為の停止又は禁止を命ずることがで

きる。ただし、その期間は、三箇月を超え

ることができない。

3 文化庁長官は、前項の命令をしようとす

るときは、あらか じめ、関係地方公共団体

の意見を聴かなければならない。

4 第 2項の命令は、第 1項の届出があった

日から起算 して 1箇月以内にしなければな

らない。

5 第 2項の場合において、同項の期間内に

調査が完了せず、引き続き調査を行 う必要

があるときは、文化庁長官は、 1回 に限

り、当該命令に係る区域の全部又は一部に

ついて、その期間を延長することができ

る。ただし、当該命令の期間が、同項の期

間と通算 して 6箇月を超えることとなって

はならない。

6 第 2項及び前項の期間を計算する場合に

おいては、第 1項の届出があった日から起

算 して第 2項の命令を発 した日までの期間

が含まれるものとする。

7 文化庁長官は、第 1項 の届出がなされな

かった場合においても、第 2項及び第 5項

に規定する措置を執ることができる。

8 文化庁長官は、第 2項の措置を執った場

合を除き、第 1項の届出がなされた場合に

は、当該遺跡の保護上必要な指示をするこ
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とができる。

前項の規定により第 2項 の措置を執った

場合を除き、第 1項の届出がなされなかっ

たときも、同様 とする。

9 第 2項の命令によって損失を受けた者に

対 しては、国は、その通常生ずべき損失を

補償する。

10 前項の場合には、第 41条第 2項から第

4項 まで 〔損失補償額の決定・補償額の増

額請求の訴え・訴えにおける国の被害〕の

規定を準用する。

本条…追加 〔昭和50年 7月 法律40号〕

註 1項の「文部省令」=埋蔵文化財の発掘

又は遺跡の発見の届出等に関する規則 5

条

(国 の機関等の遺跡の発見に関する特例 )

第57条の 6 国の機関等が前条第 1項 に規定

する発見をしたときは、同条の規定を適用

しないものとし、第 57条 第 1項 〔調査の

ための発掘に関する届出〕又は第 98条の

2第 1項 〔地方公共団体による埋蔵文化財

を包蔵すると認められる土地の発掘の施

行〕の規定による調査に当たって発見した

場合を除き、その現状を変更することな

く、遅滞なく、その旨を文化庁長官に通知

しなければならない。ただし、非常災害の

ために必要な応急措置を執る場合は、その

限度において、その現状を変更することを

妨げない。

2 文化庁長官は、前項の通知を受けた場合

において、当該通知に係る遺跡が重要なも

のであ りかつ、その保護のため調査を行 う

必要があると認めるときは、当該国の機関

等に対 し、その調査、保存等について協

議を求めるべ き旨の通知をすることがで

きる。

3 前項の通知を受けた国の機関等は、文化

庁長官に協議 しなければならない。

4 文化庁長官は、前 2項の場合を除き、第

1項 の通知があった場合において、当該

遺跡の保護上必要な勧告をすることがで

きる。

5 前 4項 の場合には、第 57条の 3第 5項

〔文部大臣を通 じて行 う各省庁の長に対

する通知、協議又は勧告〕の規定を準用

する。

本条…追加 〔昭和50年 7月 法律49号〕

(文化庁長官による発掘の施行)

第58条 文化庁長官は、歴史上又は学術上の

価値が特に高 く、かつ、その調査が技術的

に困難なため国において調査する必要があ

ると認められる埋蔵文化財については、そ

の調査のため土地の発掘を施行することが

できる。

2 前項の規定により発掘を施行 しようとす

るときは、文化庁長官は、あらか じめ、当

該土地の所有者及び権原に基づ く占有者に

対 し、発掘の目的、方法、着手の時期その

他必要と認める事項を記載 した令書を交付

しなければならない。

3 第 1項 の場合には、第 39条 〔文化庁長

官による国宝の修理等の施行の責任者・ 管

理等の拒否等の禁止〕 (同 条第 3項 〔準用

規定〕において準用する第 32条 の 2第 5

項 〔管理又は管理のため必要な措置を拒

み、妨げ又は忌避することの禁止〕の規定

を含む。)及び第 41条 〔政府の損失補償及

び増額請求の訴え〕の規定を準用する。
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1項…全部改正 〔昭和 29年 5月 法律第 131

号〕、見出 01・ 2項…一部改正 〔昭和43年

6月 法律99号〕、 1項…全部改正・ 203項…

一部改正 〔昭和50年 7月 法律49号〕

第59条 前条第 1項の規定による発掘により

文化財を発見 した場合において、文化庁長

官は、当該文化財の所有者が判明 している

ときはこれを所有者に返還 し、所有者が判

明 しない ときは、遺失物法 (明 治 32年法

律第 87号 )第 13条 〔埋蔵物〕で準用す る

同法第 1条第 1項 〔遺失物拾得者の処置〕

の規定にかかわ らず、警察署長にその旨を

通知す ることをもって足 りる。

2 前項 の通知を受けた ときは、警察署長

は、直ちに当該文化財につき遺失物法第 13

条で準用する同法第 1条第 2項 〔遺失物に

ついての警察官署の処置〕の規定による公

告を しなければならない。

1項 …一部改正 〔昭和29年 5月 法律131号・

43年 6月 99号〕

(提 出)

第60条 遺失物法第 13条 〔埋蔵物〕で準用

する同法第 1条第 1項 〔遺失物拾得者の処

置〕の規定により、埋蔵物 として差 し出さ

れた物件が文化財 と認められるときは、警

察署長は、直ちに当該物件を文化庁長官に

提出しなければならない。但 し、所有者の

判明している場合は、この限 りでない。

本条…一部改正 〔昭和43年 6月 法律99号〕

(鑑査 )

第61条 前条の規定により物件が提出された

ときは、文化庁長官は、当該物件が文化

財であるか どうかを鑑査 しなければなら

ない。

2 文化庁長官は、前項の鑑査の結果当該物

件を文化財と認めたときは、その旨を警察

署長に通知 し、文化財でないと認めたとき

は、当該物件を警察署長に差 し戻さなけれ

ばならない。

1・ 2項 …一部改正 〔昭和43年 6月 法律99

号〕

(引渡)

第62条 第 59条第 1項 〔発掘による文化財

の発見の場合の文化庁長官の処置〕又は前

条第 2項の規定する文化財の所有者から、

警察署長に対 し、その文化財の返還の請求

があったときは、文化庁長官は、当該警察

署長にこれを引き渡さなければならない。

本条…一部改正 〔昭和43年 6月 法律99号〕

(国庫帰属及び報償金)

第63条 第 59条第 1項 〔発掘による文化財

の発見の場合の文化庁長官の処置〕又は第

61条第 2項 〔埋蔵物 として提出された文

化財の処置〕に規定する文化財でその所有

者が判明しないものの所有権は、国庫に帰

属する。この場合においては、文化庁長官

は、当該文化財の発見者及びその発見さ

れた土地の所有者にその旨を通知 し、且

つ、その価格に相当する額の報償金を支給

する。

2 前項に規定する発見者と土地所有者とが

異なるときは、前項の報償金は、折半 して

支給する。

3 前 2項の場合には、第 41条第 2項から

第 4項 まで 〔損失補償額の決定・補償額の

増額請求の訴え、訴えにおける国の被告〕

の規定を準用する。

3項…一部改正 〔昭和37年 5月 法律140号〕
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1項…一部改正 〔昭和43年 6月 法律99号〕

(譲与等 )

第64条 政府は、前条第 1項の規定により国

庫に帰属 した文化財の保存のため又はその

効用から見て国が保有する必要がある場合

を除いて、当該文化財の発見者又はその発

見された土地の所有者に、その前が前条の

規定により受けるべき報償金の額に相当す

るものの範囲内でこれを譲与することがで

きる。

2 前項の場合には、その譲与 した文化財の

価格に相当する金額は、前条に規定する報

償金の額から控除するものとする。

3 政府は、前条第 1項 の規定により国庫に

帰属 した文化財の保存のため又はその効用

から見て国が保有する必要がある場合を除

いて、当該文化財の発見された土地を管轄

する地方公共団体に対 し、その申請に基づ

き、当該文化財を譲与 し、又は時価よりも

低い対価で譲渡することができる。

103項…一部改正 〔昭和29年 5月 法律 131

号〕

(遺失物の適用 )

第65条 埋蔵文化財に関しては、この法律に

特別の定めのある場合の外、遺失物法第 13

条 〔埋蔵物〕の規定の適用があるものと

する。

註 「この法律に特別の定め」=本法57条一

64条

第66条から第68条 まで 削除 〔昭和 29年 5

月法律 131号〕

第 5章 史跡名勝天然記念物

(指定 )

第69条 文部大臣は、記念物のうち重要なも

のを史跡、名勝又は天然記念物 (以下「史

跡名勝天然記念物」と総称する。)に指定

することができる。

2 文部大臣は、前項の規定により指定され

た史跡名勝天然記念物のうち特に重要なも

のを特別史跡、特別名勝又は特別天然記念

物 (以下「特別史跡名勝天然記念物」と総

称する。)に指定することができる。

3 前 2項の規定による指定は、その旨を官

報で告示するとともに、当該特別史跡名勝

天然記念物又は史跡名勝天然記念物の所

有者及び権原に基づ く占有者に通知 して

する。

4 前項の規定により通知すべき相手方が著

しく多数で個別に通知 し難い事情がある場

合には、文部大臣は、同項の規定による通

知に代えて、その通知すべき事項を当該特

別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記

念物の所在地の市町村の事務所又はこれに

準ずる施設の掲示場に掲示することができ

る。この場合においては、その掲示を始め

た日から2週間を経過 した時に前項の規定

による通知が相手方に到達 したものとみ

なす。

5 第 1項又は第 2項の規定による指定は、

第 3項の規定による官報の告示があった日

からその効力を生ずる。但 し、当該特別史

跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物

の所有者又は権原に基づ く占有者に対 して

は、第 3項の規定による通知が到達 した時

又は前項の規定によりその通知が到達 し

たものとみなされる時か らその効力を生

ずる。
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6 文部大臣は、第 1項の規定により名勝又

は天然記念物の指定をしようとする場合に

おいて、その指定に係る地域が自然環境の

保護の見地から価値の高いものであるとき

は、環境庁長官の意見を聞かなければなら

ない。

102項 …一部改正 03項 …全部改正 040

5項…追加 〔昭和 29年 5月 法律 131号〕、 10

204項 …一部改正 〔昭和 43年 6月 法律 99

号〕、 6項…追加 〔昭和 46年 5月 法律 88号〕
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埋蔵文化財の保護

埋蔵文化財の発掘発見及び出土品に関する

手続きは、文化財保護法 (昭和25年 5月 30日

法律第 214号)及び遺失物法 (明治 32年 3月

24日 法律第 87号)に基づき処置される。

(1)発掘調査について

学術研究の目的で史跡に指定された土地以

外の土地に埋蔵された埋蔵文化財を発掘調査

する場合は、調査に着手 しようとする30日

前 までに埋蔵文化財発掘届 (第 1号様式 )

を、県教育委員会を経由して文化庁へ提出し

なければならない。 (文化財保護法第 57条第

1項 )

る土地 として周知されている土地を発掘する

場合は、発掘に着手 しようとする60日 前ま

でに、埋蔵文化財発掘届 (第 2号様式)を県

教育委員会を経由して文化庁へ提出しなけれ

ばならない。 (文化財保護法第 57条の 2)

さらに、文化庁からその発掘者に対 して通

知があるのでその指示に基づき発掘調査を実

施する時は文化財保護法第 57条 第 1項にか

かる届出をしなければならない。

(経 由)

発 掘 者
※

発掘者
県教委 文化庁

通  知

(3)国 の機関等が行 う発掘に

ついて (特例)

※発掘者……事業主体者である。
(経 由)

発 掘 者
※

発掘者
県教委 文化庁

通 知 働 通   知

※発掘者……原則として届出人は発掘調査の    国の機関、地方公共団体又は国もしくは地

主体となるものと同一人 (機関   方公共団体の設立に係る法人で政令に定める

であればその代表者)であるべ   ものが、土木工事等で周知の埋蔵文化財包蔵

きである。            地を発掘 しようとする場合は、当該国の機関

○発掘届は 1遺跡ごとに提出すること。     等は、当該発掘に係る事業計画の策定に当た

○特別の事由により緊急に発掘する必要があ   って、あらか じめ、文化庁長官にその旨を通

る場合には、あらか じめ文化庁の承認を受け   知 しなければならない。 (文化財保護法第 57

なければならない。 (文化財保護法第 57条、   条の 3)手続きは、前項を準用する。

埋蔵文化財発掘調査等の届出に関する規則)

この場合では電話ででもよいが、あらかじめ   (4)新 たに遺跡 を発見 した場

県教育委員と協議すること。          合について

発掘に関係なく土地の所有者または占有者

(2)土木工事等の発掘について  が貝塚、古墓その他遺跡と認められるものを

土木工事その他埋蔵文化財の調査以外の 目   発見 した ときは、その現状を変更することな

的で、貝塚・ 遺跡その他埋蔵文化財を包蔵す   く、遅滞な く文部省令の定める事項を記載 し
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た書面 (第 3号様式)を以て、県教育委員会

を経由して文化庁へ提出しなければならない。

ただ し、文化財保護法第 57条 第 1項 の規

定による調査に当たって発見 した場合はこの

限 りではない。 (文化財保護法第 57条 の 5)

(経 由)

発 見 届
※

発見者
県教委 文化庁

通  知

※発見者……土地所有者または占有者である。

(5)国 の機関等の遺跡の発見

について (特例)

国の機関等が遺跡を発見 したときは、その

現状を変更することなく、遅滞なくその旨を

文化庁長官に通知 しなければならない。

手続きは、前項を準用する。

(6)出土品の処置について

① 埋蔵文化財発見届

ア。発掘調査または偶然に埋蔵物を発見し

たときは、発掘終了後または発見の日か

ら7日 以内に現物を添えて警察官署に埋

蔵文化財発見届 (第 4号様式)を提出し

なければならない。 (文化財保護法第 65

条、遺失物法第 1条第 1項 )

イ.発見の届出に当た り埋蔵物を次の事由

により警察官署に差 し出すことが困難で

ある場合は、「埋蔵文化財発見届」をも

って警察官署への差 し出しとしての便宜

の取 り扱いを受けることができるので事

前に所轄の警察官署または県教育委員会

と連絡 しておくこと。

(ア )埋蔵文化財がきわめて多量もしくは重

いものである場合。

(イ )埋蔵文化財がき損 もしくは混 こうす る

おそれが多い場合。

(ウ )埋蔵文化財が学術的な整理研究上必要

である場合。

(工 )埋蔵文化財が保存上はなはだ しく支障

がある場合。

発見届

国庫帰属
(所有権) 認定報告

0認定通知書写
・提出書写
0保管証写

※発見者……発見者に記載する発見者は、発

掘調査の主体者であ り、調査担

当者ではない。

○なお、埋蔵文化財の鑑査等の事務は昭和

46。 9。 1日 付で各都道府県教育委員会に委

任されている。

② 埋蔵文化財保管証

提出された物件は、一応県教育委員会で

保管するが、学術研究上発掘者 (発見者 )

に一時保管させるのが適当と判断した場合

には、その関係する官公署・ 学校・ 博物

館・ 図書館・ 研究所等または発掘地の適切

な場所において県教委に代って保管させる

ことができる。

このような取 り扱いは、学術研究上特に

便宜の措置をとったもので、この場合は保

管責任者を定め別紙の様式による埋蔵文化

財保管証 (第 5号様式)を県教委に提出す

る必要がある。

(「埋蔵文化財の取 り扱いについて」昭和

※

発見者
警察署

県教委

〔鑑査〕
認 定

通知書

文

化

庁
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県 教 委
※

保 管 者

26年 9月 5日 文委保第 71号文化財保護委

員会事務局長通達 )

※保管者……施設の長が保管責任者となるべ

きである。

③ 調査報告書

発掘調査が終了したら6ヶ 月以内に調査

報告書を県教育委員会を経由して文化庁に

提出しなければならない。

※調査報告書

※調査報告書には調査の概略をしるし、次の

ものを添付する。

ア.遺跡全体の略図

イ。発掘地区の概略図

ウ.遺構図や写真

工.遺物の写真や実測図・拓本等

④ 遺物の譲与

警察署において公告後、 6ヶ 月以内に所

有者が判明しない時は、その物件の所有権

は国庫に帰属 し、次のように処理される。

ア.国が保有する必要があると認めた場合

は、文化庁長官から当該文化財の発見者

及び発見された土地の所有者にその旨が

通知され、かつこれらの者に折半 して報

償金が支給される。 (文化財保護法第 63

条、民法第 241条 )

イ。物件の保存のため、また効用から見て

国が保有する必要のないものは報償金に

かえ、これを現物で発見者ならびに発見

された土地の所有者に譲与することがで

き、または申請に基づき、発見された土

地を管轄する地方公共団体に譲与または

譲渡することができる。 (文化財保護法

第 64条 )

ウ。国が所有するほか、譲与するかは文化

庁が決定のうえ県教育委員会に連絡 して

措置される。

工.発見された物件を、発見の日から7日

以内に検察官署に届出をしない者は、報

償金の支給または当該物件の譲与を受け

る権利を失 う。 (文化財保護法第 65条、

遺失物法第 9条 )

オ.文化庁から譲与される物件について現

物譲与の予定の通知があった時は、「埋

蔵文化財譲与願」 (第 6号様式)と「埋

蔵文化財の一括保存についての了解」

(第 7号様式)(現物譲与すべき埋蔵文

化財の取扱要領昭和 28年 6月 27日 文化

財保護委員会決定)を添付 し県教育委員

会を経由して文化庁へ提出する。

譲与予

定通知

文化庁 県教委

発 見 者

譲与願
土 地 所

有  者
譲与通知

※発見者……発掘調査主体者 (法 57条の届

出)、 あるいは偶然に埋蔵物を

発見 した者である。

力.国の譲与 した埋蔵文化財を処分 し、ま

たは滅失 し、もしくは破損 した場合、ま

たは保存場所・ 保存責任者に変更があっ

た場合には、当該埋蔵文化財の所有者か

らその旨を書面にして、県教育委員会を

経由して文化庁へ提出しなければなら

ない。

発掘者
県教育

委員会
文化庁
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